
６月定例会は６月７日(火)開会の予定です
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３月
定例会
２月22日〜
３月18日

千曲川の桃畑（村山町）

第２回
臨時会
３月25日

須坂市議会です

こんにちは



返礼品の約77％が果物類（2020年度）

寄附額・件数の推移
（億円） （件）
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約
23
億
７
０
０
０
万
円

14
億
７
０
７
０
万

２
０
０
０
円

13
億
７
６
２
２
万

１
５
３
５
円

7,144件
1億

1,336万
2,000円

38,016件
4億

7,761万
8,000円

100,890件
108,607件

約179,000件

※ 2021 年度の
寄附額・件数は見込み
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２
０
２
２
年
度
当
初
予
算
に
関
す
る
議
案
で

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
防
止
と
社
会
経

済
維
持
の
両
立
を
目
指
し
「
本
当
に
困
っ
て
い

る
方
を
支
援
」す
る
と
と
も
に「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
」

を
見
据
え
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
か
審
議
し
た
。

大
型
事
業
は
い
っ
た
ん
終
了
し
て
い
る
も
の
の
、

順
調
な
伸
び
を
見
せ
る
「
信
州
須
坂
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
」
が
一
般
会
計
の
予
算
規
模
を
押

し
上
げ
、
過
去
３
番
目
の
予
算
額
と
な
っ
た
。

最
終
日
の
本
会
議
で
一
般
会
計
予
算
案
の
反

対
討
論
が
行
わ
れ
た
が
、
賛
成
多
数
（
賛
成

16
・
反
対
２
)で
可
決
し
た
。

―
返
礼
品
提
供
事
業
者
数

　
　
の
推
移
―

●
２
０
１
９
年
度　
48

●
２
０
２
０
年
度　
66

●
２
０
２
１
年
度　
90

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
附

金
は
、
市
民
生
活
･
健
康
福

祉
･
ま
ち
づ
く
り
･
産
業

振
興
･
子
育
て
･
教
育
等

に
大
切
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

今
定
例
会
で
は
、
２
０
２
２
年
度
当
初
予
算
案
８
件
の
ほ
か
、

２
０
２
１
年
度
補
正
予
算
案
や
条
例
案
、
人
事
案
な
ど
37
件
に
つ

い
て
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
た
。 

　

な
お
、
請
願
１
件
は
継
続
審
査
と
し
た
。

  

２
０
２
２
年
度
当
初
予
算

２
０
２
２
年
度
当
初
予
算

  
総
額
総
額
４
１
５
億
７
７
８
３
万
円

４
１
５
億
７
７
８
３
万
円
可
決
可
決

討
論

 

一
般
会
計

予
算
案
に

主
な
事
業
の
見
直
し
が
さ

れ
て
い
な
い
。
子
ど
も
の
医

療
費
完
全
窓
口
無
料
化
や
学

校
給
食
費
の
軽
減
。
介
護
サ

ー
ビ
ス
利
用
者
の
お
む
つ
購

入
利
用
券
等
の
充
実
。
市
営

住
宅
等
管
理
業
務
委
託
を
直

営
に
戻
す
。
人
権
問
題
は
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
中
心
に
変

え
る
。
市
の
独
自
財
源
を
活

用
し
て
で
も
コ
ロ
ナ
で
収
入

激
減
の
市
民
と
事
業
者
に
支

援
を
強
め
る
。

総
合
計
画
の
将
来
像
、「
豊

か
さ
」
と
「
し
あ
わ
せ
」
を

感
じ
る
共
創
の
ま
ち
須
坂
を

め
ざ
す
う
え
で
計
上
し
て
も

良
い
事
業
だ
。

市
民
の
く
ら
し
応
援
の
事

業
を
思
い
切
っ
て
推
進
す
べ

き
と
考
え
る
。

反
対

竹
内 

勉

信信
州
須
坂
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

州
須
坂
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
はは

順
調
に
推
移

順
調
に
推
移

対前年度
増減率

一般会計   249 億 3,000 万円 △ 0.4％

特別会計   104 億 832 万円 0.0　

企業会計   62 億 3,951 万円 2.1％

合計  415 億 7,783 万円 0.1％

2022 年度当初予算

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

議
案
審
議



市役所のキャッシュレス
決済窓口のイメージ

歳入歳出

農林水産業費
6億5962万円
（2.7％）

民生費
76億4525万円
（30.7％）

その他
4億947万円
（1.6％）

総務費
45億4445万円
（18.2％）

土木費
28億209万円
（11.2％）

教育費
26億8606万円
（教育費10.8％）

公債費
19億9105万円
（8.0％）

衛生費
17億2746万円
（6.9％）

商工費
15億7306万円
（6.3％）

市税
61億4400万円
（24.7％）

地方交付税
51億円
（20.5％）

国庫支出金
29億7168万円
（11.9％）

諸収入
24億4766万円
（9.8％）繰入金

16億2970万円
（6.5％）

寄附金
16億72万円
（6.4％）

県支出金
13億9000万円
（5.6％）

市債
11億6730万円
（4.7％）

地方消費税交付金
11億4800万円
（4.6％）

使用料及び手数料
3億589万円
（1.2％）

その他
10億2623万円
（4.1％）消防費

8億9149万円
（3.6％）

市民の安心・安全を守る ための当初予算可決市民の安心・安全を守る ための当初予算可決
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一般会計当初予算の推移 （単位：億円）

（年度）
0
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2018

一
般
会
計
当
初
予
算
額
２
４
９
億
３
千
万
円

 

前
年
度
比
０
・
４
％
減

事
業
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

事
業
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業 

 

《
２
億
１
３
４
９
万
円
》

◎
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特

別
給
付
金 

《
４
億
３
千
万
円
》

◎
市
民
の
利
便
性
向
上
等
、
デ
ジ
タ
ル
活
用

の
推
進 

　

・
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
推
進
事
業 

 

《
１
６
７
４
万
円
》

　

・
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
事
業 

 

《
３
２
６
７
万
円
》

◎
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
に
伴
う
道
路
整
備 

（
繰
越
分
含
） 

《
23
億
８
１
４
万
円
》

◎
シ
ル
キ
ー
ビ
ル
に
設
置
す
る
子
育
て
就
労

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー 

 

《
１
億
２
０
０
万
円
》

◎
信
州
須
坂
ま
ち
の
元
気
創
出
推
進
委
員
会

負
担
金 

《
１
億
４
千
万
円
》

◎
信
州
須
坂
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
事
業 

 

《
20
億
6
6
1
万
円
》

◎
女
性
相
談
員
の
設
置
《
2
9
3
万
円
》

３
月
４
日
開
催
の
本
会
議
に
お
い
て
、

宮
本
泰
也
議
員
ほ
か
６
名
よ
り
提
出
さ
れ

た
決
議
を
、
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

須
坂
市
議
会
と
し
て
、
ロ
シ
ア
軍
に
よ

る
攻
撃
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
侵
害
に
抗

議
す
る
と
と
も
に
、
世
界
の
恒
久
平
和
の

実
現
に
向
け
、
ロ
シ
ア
軍
を
即
時
に
完
全

か
つ
無
条
件
で
撤
退
さ
せ
る
よ
う
、
国
際

法
に
基
づ
く
誠
意
を
持
っ
た
対
応
を
強
く

求
め
る
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵

略
に
断
固
抗
議
す
る
決
議
を
可
決

分
科
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

委
員
会

議
案
審
議



第２回
臨時会
3/25

「店舗限定応援商品券」  7月18日から開始予定

■ 第2回臨時会の議決結果 ■

全会一致による可決案件
番  号 件        名

議案第３５号 2021年度一般会計補正予算第 12号
３億3,161 万７千円

番  号 件        名

議案第３６号 2022年度一般会計補正予算第１号
２億8,787 万７千円

賛否が分かれた案件

会 派
議員名

件名と主な内容

議決
結果

新風共創会 輝奏会 共産 無所属クラブ 自民・公明クラブ 貴和会 シュプ

宮
本
泰
也

荒
井 

敏

西
澤
え
み
子

中
島
義
浩

浅
井
洋
子

岡
田
宗
之

竹
内 

勉

久
保
田
克
彦

佐
藤
壽
三
郎

塩
﨑
貞
夫

宮
坂
成
一

堀
内
章
一

牧 

重
信

荒
井
一
彦

古
家
敏
男

霜
田 

剛

水
越
正
和

酒
井
和
裕

石
合
　
敬

決議第２号 議長不信任決議
（賛成９・反対８） 可決 投票表決 (無記名投票 )により採決を行ったため、各議員の賛否は不明

	☆ 議長 塩﨑 貞夫は一身上に関する問題であるため除斥となる
	☆ 副議長 霜田 剛は議長の職務を行うため、可否同数以外は採決に加わらない
	☆ 会派名の略称：共産→日本共産党 シュプ→シュプリンゲン
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新
型
コ
ロ
ナ
対
策
等
で

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
等
で

生
活
・
経
済
を
緊
急
支
援

生
活
・
経
済
を
緊
急
支
援

補
正
総
額

補
正
総
額
６
億
１
９
５
０
万
円
可

６
億
１
９
５
０
万
円
可
決決

提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
２
件
で
、
須
坂
市
独
自
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
防
止
お
よ
び
経
済
対
策
の
た
め
、
国
の
補
助
金
を
最
大
限
に
活
用
す
る
も
の
。

２
０
２
１
年
度
分
（
補
正
予
算
第
12
号
）
は
３
億
３
１
６
１
万
７
千
円
、
２
０
２
２

年
度
分
（
補
正
予
算
第
１
号
）
は
２
億
８
７
８
７
万
７
千
円
が
そ
れ
ぞ
れ
計
上
さ
れ
た
。

予
算
決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
議
を
経
て
、
本
会
議
の
採
決
で
は
全
会
一
致
で
可
決

し
た
。

ま
た
、
議
長
の
不
信
任
決
議
が
石
合
敬
議
員
ほ
か
１
名
か
ら
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

補正予算の主な内容
	◎ 2022 年度 
	★ 商店や飲食店等を支援する「店舗限定応
援商品券」事業  …1億 6,200 万円 
5,000 円分の商品券を２,500 円で販売   
※詳細は「広報須坂 7月号」をご覧ください 

	★ 区公会堂のインターネット環境整備 
…690 万円

	★ 児童・生徒用デジタル教科書整備 
…1,855 万円

	◎ 2021 年度 
	★ 新型コロナ ｢第６波｣ により売上高が減
少した事業者支援 

…8,870 万円
	★「信州須坂ふるさと応援寄附金」増額 

…1億 5,000 万円
※千円以下四捨五入

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

議
案
審
議



やまじゅう（中町）
現状は旧大久保家とコミュニティスペース結
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須
坂
市
賑
わ
い
創
出
拠
点

や
ま
じ
ゅ
う
条
例
の
制
定

Ｑ
 
時
間
貸
し
の
ほ
か
、
月

貸
し
な
ど
様
々
な
場
合
が

あ
る
が
退
去
時
の
清
掃
費

用
等
は
誰
の
負
担
か
。

Ａ
 
﹁
原
状
回
復
の
義
務
﹂

（
第
20
条
)
に
基
づ
き
、
利

用
者
の
負
担
。

Ｑ
 
最
長
の
利
用
期
間
は
。

Ａ
 
１
年
以
内
で
設
定
。

Ｑ
 
公
募
を
行
い
応
募
が

な
か
っ
た
場
合
は
、
市
が

直
営
管
理
す
る
こ
と
に
な

る
と
懸
念
す
る
が
、
現
時

点
で
想
定
し
て
い
る
指
定

管
理
者
は
い
る
の
か
。

Ａ
 
管
理
だ
け
を
行
え
ば

よ
い
と
い
う
施
設
用
途
で

は
な
い
た
め
、
市
で
の
直

営
は
難
し
い
と
考
え
る
。

応
募
が
な
か
っ
た
場
合
は
、

募
集
要
項
や
仕
様
内
容
の

再
検
討
を
行
い
、
再
度
公

募
す
る
。
会
計
士
や
経
営

相
談
員
な
ど
外
部
有
識
者

の
方
が
選
定
審
査
会
の
審

査
委
員
と
な
り
、
事
業
者

を
選
定
。
現
在
、
建
設
業
・

設
計
業
・
店
舗
レ
イ
ア
ウ

ト
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
企
業
等
で
構
成
さ

れ
る
共
同
企
業
体
に
施
設

の
整
備
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
こ
の
施
設
整

備
の
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
選
定

時
に
も
、
整
備
後
自
ら
運

営
を
担
う
こ
と
を
提
案
し

た
内
容
が
選
定
さ
れ
て
お

り
、
引
き
続
き
運
営
と
経

営
に
つ
い
て
も
実
施
い
た

だ
く
こ
と
を
想
定
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

経済建設
地
域
の
交
流
と

に
ぎ
わ
い
創
出
拠
点
に

	

委
員
長

	

水
越
正
和

	

副
委
員
長

	

牧 

重
信

	

委
員

	

荒
井 

敏

	

竹
内 

勉

	

中
島
義
浩

	

霜
田 

剛

水
資
源
保
全
条
例
の
全
部

改
正

Ｑ
 
改
正
案
に
は
、
市
民

の
責
務
で
「
市
が
行
う
施

策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
る
が
、
明

記
し
た
理
由
は
。

Ａ
 
地
下
水
は
公
の
水
な

の
で
、
市
民
の
皆
様
に
も

地
下
水
を
守
る
責
務
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
た
め

に
明
記
し
た
。

Ｑ
 
現
在
の
条
例
に
は「
市

長
に
対
し
、
苦
情
又
は
紛

争
の
あ
っ
せ
ん
若
し
く
は

調
停
の
申
立
て
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
あ
っ
た

が
、
改
正
案
で
削
除
し
た

理
由
は
。

Ａ
 
こ
れ
ま
で
許
可
に
つ

い
て
は
、
届
出
を
す
る
だ

け
だ
っ
た
が
、
改
正
後
は
、

許
可
す
る
に
あ
た
り
、
事

前
協
議
や
試
掘
調
査
等
を

行
っ
て
い
た
だ
き
、
市
が

そ
の
結
果
を
見
て
判
断
す

る
の
で
、
苦
情
等
が
な
い

と
考
え
て
い
る
。
も
し
苦

情
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

行
政
不
服
審
査
会
で
不
服

申
立
が
で
き
る
た
め
、
削

除
し
た
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

峰
の
原
高
原
飲
料
水
供
給

施
設
給
水
条
例
の
一
部
改

正Ｑ
 
対
象
者
に
は
、
水
道

水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
、
民
間
の
水
道
事
業

を
市
が
引
き
継
い
だ
の
で
、

経
費
が
か
か
る
こ
と
を
し

っ
か
り
説
明
す
る
べ
き
。

Ａ
 
試
算
表
を
送
付
す
る

予
定
な
の
で
、
併
せ
て
ご

理
解
を
お
願
い
す
る
文
書

を
送
付
す
る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

福祉環境
持
続
可
能
な
地
下
水
の

保
全
と
活
用
の
た
め

規
制
緩
和

	

委
員
長

	

久
保
田
克
彦

	

副
委
員
長

	

荒
井
一
彦

	

委
員

	

宮
本
泰
也

	

岡
田
宗
之

	

西
澤
え
み
子

	

酒
井
和
裕

市
職
員
の
勤
務
時
間
及
び

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

Ｑ
 
こ
の
改
正
は
全
国
一

律
に
定
め
ら
れ
る
も
の
か
。

Ａ
 
育
児
休
業
法
で
は
子

の
就
学
前
ま
で
を
部
分
休

業
と
し
て
定
め
て
い
る
。

小
学
校
３
年
生
ま
で
と
す

る
の
は
独
自
に
新
設
す
る

も
の
で
、
長
野
県
で
は
２

０
２
１
年
度
か
ら
同
様
の

制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

Ｑ
 
今
回
の
国
民
健
康
保

険
税
に
係
る
賦
課
限
度
額

の
引
き
上
げ
は
、
何
世
帯
、

ど
の
程
度
の
収
入
の
方
が

対
象
と
な
る
の
か
。

Ａ
 
令
和
３
年
度
の
課
税

ベ
ー
ス
で
試
算
し
た
と
こ

ろ
、
約
１
８
０
世
帯
で
、

比
較
的
高
い
所
得
層
の
方

が
該
当
す
る
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正

Ｑ
 
譲
渡
さ
れ
た
犬
に
動

物
病
院
で
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
を
入
れ
て
も
ら
っ
た
場

合
の
取
扱
い
は
。

Ａ
 
販
売
事
業
者
で
マ
イ

ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装
着
し
た

場
合
と
同
様
に
、動
物
病
院

で
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
装

着
し
た
場
合
に
は
そ
れ
が

鑑
札
と
み
な
さ
れ
、市
へ
の

登
録
は
不
要
と
な
り
、
登

録
手
数
料
は
徴
収
し
な
い
。

《
全
会
一
致
で
可
決
》

総務文教
市
職
員
の
育
児
の
た
め

部
分
休
業
の
対
象
を

拡
大

	

委
員
長

	

古
家
敏
男

	

副
委
員
長

	

宮
坂
成
一

	

委
員

	

堀
内
章
一

	

浅
井
洋
子

	

石
合 

敬

	

佐
藤
壽
三
郎

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果

委
員
会
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子
育
て
就
労
総
合
支
援 

セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業 

 

９
０
１
６
万
円

Ｑ
 
オ
ー
プ
ン
が
６
月
以

降
に
遅
れ
る
見
込
み
だ
が
、

ス
タ
ッ
フ
の
体
制
は
。

Ａ
 
指
定
管
理
者
で
は
、

「
就
労
支
援
・
市
民
交
流
施

設
」
で
常
時
３
名
を
配
置

す
る
た
め
、
正
規
２
名
、

契
約
ス
タ
ッ
フ
２
名
、
パ

ー
ト
４
名
、「
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」
は
市
か
ら

派
遣
す
る
所
長
の
ほ
か
、

契
約
ス
タ
ッ
フ
２
名
、
パ

ー
ト
３
名
を
予
定
し
て

い
る
。
指
定
管
理
開
始
ま

で
の
間
も
事
前
研
修
や

ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
作
成
業

務
な
ど
を
行
っ
て
い
た

だ
く
。

保
健
セ
ン
タ
ー
整
備 

 

１
３
３
２
万
２
千
円

Ｑ
 
雪
や
雨
の
中
で
階
段

を
上
る
の
は
大
変
な
の
で
、

屋
根
を
か
け
て
は
ど
う
か
。

Ａ
 
長
期
的
な
利
用
状
況

や
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
踏

ま
え
、
庁
内
建
築
技
師
と

相
談
し
な
が
ら
方
針
を
決

め
て
い
く
。

記
念
碑
移
設
工
事 

 

80
万
円

Ｑ
 
建
立
と
移
設
に
至
る

経
過
は
。

Ａ
 
東
地
区
に
多
大
な
貢

献
の
あ
っ
た
故
山
岸
右
京

碑
を
、
Ｊ
Ａ
仁
礼
支
所
内

か
ら
向
か
い
の
仁
礼
小
学

校
道
路
沿
い
の
学
校
敷
地

へ
移
設
工
事
を
す
る
も
の
。

昭
和
48
年
に
旧
東

村
役
場
の
庭
に
建

立
さ
れ
、
合
併
後
、

須
坂
市
東
支
所
と

な
り
、
売
却
に
よ

り
Ｊ
Ａ
仁
礼
支
所

と
な
っ
た
。
第
11

ブ
ロ
ッ
ク
の
地
域

づ
く
り
市
民
会
議

で
敷
地
購
入
の
要

望
が
あ
り
、
検
討

後
、
移
設
す
る
こ

と
と
し
た
。

子
育
て
・
保
健
・
文
化

消
防
団
機
械
器
具
置
場
建

設
工
事(

第
２
分
団
１
部) 

 

７
９
３
万
円

Ｑ
 
本
上
町
か
ら
常
盤
町

（
現
移
住
体
験
ハ
ウ
ス
）
へ

の
詰
所
の
移
転
は
、
第
１

分
団
の
詰
所
が
穀
町
で
す

ぐ
近
く
に
あ
り
、
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
際
に
問
題
は

な
い
か
。

Ａ
 
第
２
分
団
１
部
の
本

上
町
、
常
盤
町
、
上
中
町
、

中
町
内
で
、
他
に
適
当
な

移
転
場
所
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
今
回
の
候
補
地

は
駐
車
場
も
あ
っ
て
防
災

広
場
に
も
隣
接
し
て
お
り
、

自
動
車
で
駆
け
つ
け
る
消

防
団
員
は
活
動
し
や
す
い

と
の
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
区
か
ら
は
団
員
が

活
動
し
や
す
い
こ
と
を
優

先
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見

が
あ
る
。

水
道
事
業
会
計 

Ｑ
 
原
浄
水
施
設
費
の
用

地
取
得
費
２
０
０
０
万
円

の
詳
細
は
。

Ａ
 
野
辺
原
水
源
エ
ア
レ

ー
シ
ョ
ン
設
置
に
伴
う
用

地
で
、
維
持
管
理
施
設
も

含
め
て
約
５
０
０
か
ら
６

０
０
㎡
を
予
定
。

温
暖
化
防
止
推
進
事
業 
 

３
６
３
万
３
千
円

Ｑ
 
積
極
的
な
部
分
が
感

じ
ら
れ
な
い
。
２
０
５
０ 

年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
に
で
き
る
の
か
。

Ａ
 
現
在
行
っ
て
い
る
事

業
を
地
道
に
し
っ
か
り
実

施
し
て
い
く
。
市
だ
け
で

達
成
で
き
る
も
の
で
は
な

く
、
長
野
地
域
連
携
中
枢

都
市
圏
で
も
宣
言
を
し
て

い
る
の
で
、
連
携
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

消
防
・
水
道
・
環
境

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会
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0
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1
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正
予
算
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イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
事
業

者
負
担
金 

 

４
億
２
千
万
円

Ｑ
 
負
担
金
の
詳
細
は
。

Ａ
 
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発

に
伴
う
道
路
改
良
工
事
に

お
い
て
、
開
発
事
業
地
に

近
接
す
る
道
路
整
備
の
一

般
財
源
分
の
半
額
を
、
開

発
事
業
者
の
㈱
長
工
に
負

担
い
た
だ
く
。

わ
ざ
わ
ざ
店
等
開
設
支
援 

事
業 

６
５
０
万
円

Ｑ
 
要
綱
改
正
の
進
捗
は
。

Ａ
 
補
助
額
は
こ
れ
ま
で

と
同
様
。
要
綱
を
改
正
し
、

４
月
か
ら
新
規
出
店
の
店

舗
も
補
助
対
象
と
す
る
。

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業 

 

８
５
０
万
８
千
円

Ｑ
 
事
業
費
の
詳
細
は
。

Ａ
 
①
商
工
会
議
所
実
施

の
ス
ク
ラ
ッ
チ
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
商
業
活
性
化
を

目
的
と
し
た
お
客
様
感
謝

祭
事
業
へ
の
支
援
、
②
11

月
初
旬
に
え
び
す
講
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
事
業
支
援
、

③
銀
座
通
り
を
中
心
に
活

動
し
て
い
る
紙
芝
居
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
す
る
イ

ベ
ン
ト
支
援
、
④
一
昨
年

実
施
し
た
際
に
好
評
だ
っ

た
カ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
の
店

舗
回
遊
連
携
事
業
へ
の
支

援
、
⑤
中
心
市
街
地
で
実

施
す
る
妖
怪
市
場
イ
ベ
ン

ト
へ
の
支
援
を
予
定
。

地
域
就
職
促
進
奨
学
金
返

還
支
援
補
助 

10
万
円

Ｑ
 
企
業
と
の
連
携
が
必

要
な
事
業
だ
が
企
業
の
募

集
は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

Ａ
 
先
例
事
例
の
上
田
市

を
参
考
に
し
、
市
内
経
済

団
体
や
商
工
会
議
所
に
対

し
て
奨
学
金
の
現
状
や
Ｕ

タ
ー
ン
の
促
進
等
に
つ
い

て
メ
リ
ッ
ト
の
説
明
が
必

要
。
２
０
２
３
年
度
か
ら

長
野
県
に
お
い
て
も
同
じ

企
業
支
援
型
の
制
度
を
予

定
し
て
お
り
県
と
も
連
携

し
て
周
知
す
る
。

農
業
施
設
整
備
事
業 

 

３
６
０
０
万
円

Ｑ
 
２
施
設
の
内
訳
は
。

Ａ
 
高
甫
中
央
畑
か
ん
施

設
の
設
計
委
託
料
１
０
０

万
円
・
工
事
費
６
０
０
万

円
、
田
の
神
揚
水
施
設
の

設
計
委
託
料
３
０
０
万
円

・
井
戸
掘
削
費
２
４
０
０

万
円
。

商
業
・
産
業
・
農
業

須
坂
市
奨
学
金
事
業 

Ｑ
 
貸
付
金
が
減
額
さ
れ

て
い
る
が
、
Ｐ
Ｒ
等
は
さ

れ
て
い
る
か
。

Ａ
 
日
本
学
生
支
援
機
構

の
奨
学
金
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
例
年
、

利
用
者
は
少
な
い
が
、
来

年
度
か
ら
は
、
地
元
企
業

に
就
職
し
た
方
の
奨
学
金

返
還
負
担
の
軽
減
の
た
め
、

地
域
就
職
促
進
奨
学
金
返

還
支
援
補
助
事
業
を
始
め

る
の
で
、
併
わ
せ
て
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
生
活 

困
窮
者
自
立
支
援
金 

Ｑ
 
６
８
１
万
円
の
減
額

だ
が
、
申
請
が
少
な
か
っ

た
要
因
は
。

Ａ
 
対
象
者
す
べ
て
が
申

請
す
る
こ
と
を
見
込
ん
で

予
算
計
上
し
た
が
、
収
入
・

資
産
・
就
職
活
動
の
要
件

が
厳
し
い
た
め
、
対
象
が

絞
ら
れ
た
た
め
。

高
齢
者
自
立
支
援
事
業 

Ｑ
 
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
の
印
刷
製
本
費
減
額
の

理
由
は
。

Ａ
 
民
間
事
業
者
の
広
告

収
入
に
よ
り
、
ゼ
ロ
予
算

で
作
成
で
き
た
た
め
。

　

１
部
３
０
０
円
で
販
売

し
て
い
た
が
、
今
後
は
無

料
で
市
民
に
配
布
予
定
。

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者 

賞
賜
金 

Ｑ 

16
万
円
減
額
の
理
由

は
。

Ａ
 
当
初
返
納
者
を
２
０

０
人
で
見
込
ん
で
い
た
が
、

２
月
末
現
在
１
２
３
人
で

あ
っ
た
た
め
。

宅
地
耐
震
化
推
進
事
業 

Ｑ
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本
定
例
会
で
は
、

３
月
１
日
か
ら
３
月
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日

ま
で
の
４
日
間
、
代
表
質

問
２
人
、
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13
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は
質
問
順
と
し

て
い
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代 表 質 問 項 目

輝奏会 
中島 義浩 

	● 施政方針ならびに予算編成
	● 新型コロナウイルス感染症対策
	● 観光行政
	● デジタルファースト宣言に基づ
くＤＸの推進
	● 須坂温泉・健康福祉ランド
	● 安心安全のまちづくり
	● インター周辺開発
	● まるごと博物館構想

日本共産党 
竹内　勉

	● ポストコロナを見据え、「豊かさ
と幸せをめざす予算」になって
いるか
	● ２０２２年度重点事項の主な事
業
	● 第６次須坂市総合計画等の主な
事業

一 般 質 問 項 目

岡田 宗之 
	● インター周辺開発の今後の諸課
題
	● デジタル化に伴う制度の概要

佐藤壽三郎 
	● いま、市民の生命・財産を守る
ために
	● いま、須坂の宝である子どもた

ちをどう護るか
	● いま、市民のため、子孫のため
にできることを
	● この須坂を国土豊かにするため
に

荒井　一彦 
	● 文化財の展示や保存管理
	● まるごと博物館構想を核とした、
人、地域資源で紡ぎだす、まち
の元気創出事業

浅井　洋子 
	● 幸せに健やかに過ごせるまちづ
くり
	● 若者や女性が暮らしやすいまち
づくり
	● 多様な文化を学び、育て、交流
する創造的まちづくり

酒井　和裕 
	● 教育行政問題
	● 長期的展望に立った財政運営

古家　敏男 
	● 重要伝統的建造物群保存地区の
選定
	● コロナ禍の事業者支援策
	● 空き家・空き地問題対策

堀内　章一 
	● 須坂市行政
	● 教育行政
	● 安心・安全な地域づくり

荒井　敏 
	● 国及び県の出先機関の整理統合

の弊害とその対処は
	● 須坂市の農産物と産地偽装問題
及びふるさと納税
	● 人にやさしい須坂市に

石合　敬 
	● 市長が独断専行で買う須坂市に
はもういらない岡信孝氏のため
の 600万円の絵画

水越　正和 
	● 除雪のありかた
	● 本年のさくら祭りはどのように
計画されているのか
	● 雑居ビル火災を教訓とした消防
署による緊急点検の結果はどの
ようなものだったのか

牧　重信 
	● オミクロン急増
	● デジタル田園都市国家構想推進
交付金
	● 第六次須坂市総合計画

久保田克彦 
	● コロナ禍でのGIGAスクール構
想
	● 自治体のデジタル化
	● 子育て世帯の生活基盤向上のた
めの支援を

宮本　泰也 
	● 新型コロナウイルス感染症対策
等
	● 防災体制の整備
	● 共創のまちづくり
	● 職員の人材確保と待遇改善

一般質問

代表質問
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2022 年度の主な重点事業

 

『『市市民民ととととももににつつくくるる持持続続可可能能ななままちち』』（（行行政政経経営営））  

☆ 軽自動車ワンストップサービスへの対応《289万円：税務課》 

☆ AI 議事録作成システム導入事業《28万円：政策推進課》 

◎ 仮想端末共同調達事業負担金《2,116 万円：政策推進課》 

◎ マイナンバーカード交付事業《2,428 万円：市民課》 

・ 公会堂建設補助金《1,490 万円：市民課》 

・ 地域おこし協力隊の配置《4,119 万円：政策推進課》 

・ 結婚新生活支援事業補助金《450万円：政策推進課》 

    

★★重重点点  ☆☆新新規規  ◎◎拡拡大大      

◇◇22002211 補補正正予予算算のの新新規規      

ゼゼロロ  ゼゼロロ予予算算事事業業    繰繰越越  繰繰越越事事業業  

※表示金額の端数処理は四捨五入 

※予算額は繰越明許費を含まない 

『『一一人人ひひととりりがが学学びび、、高高めめ合合ううままちち』』（（生生涯涯学学習習・・文文化化振振興興・・ススポポーーツツななどど））  
☆ 博物館出土品展示用ケースの購入《1,400 万円：文化スポーツ課》 

☆ 須坂図書館長寿命化改修事業《390万円：文化スポーツ課》 

☆ 市町村と県による協働電子図書館事業《19万円：文化スポーツ課》 

☆ 北部運動広場人工芝完成イベント《60万円：文化スポーツ課》 

☆ サマーランド衛生器具更新（トイレ等改修）《760万円：文化スポーツ課》 

◎ 文化振興事業団自主事業補助金《3,445 万円：文化スポーツ課》 

◎ 峰の原高原ニンジャスノーハイランドスキー場リフト割引《255万円：文化スポーツ課》  

・ 生涯学習センター・地域公民館の LED化《146 万円：生涯学習推進課》 

・ 成人式インターネット同時配信《37万円：生涯学習推進課》 

『『安安全全・・安安心心でで快快適適なな生生活活とと美美ししいい自自然然環環境境ががととももににああるるままちち』』  
（（安安心心安安全全・・都都市市基基盤盤整整備備・・環環境境））  

☆ 豊洲防災コミュニティセンター指定管理委託《155万円：総務課》 

☆ 空家改修事業補助金《500万円：まちづくり課》 

☆ 竜ケ池周遊路等整備工事《1,500 万円：まちづくり課》 

☆ 松川霊園駐車場整備工事《472万円：生活環境課》 

☆ 消防団機械器具置場建設工事《793万円：消防本部》 

☆ 動物園60周年記念事業《70万円：まちづくり課》 

◎ 新エネルギー導入設備設置費補助金《240万円：生活環境課》 

・ 指定避難場所標識設置工事《145万円：総務課》 

・ 仁礼地区地元振興事業の推進《6,500 万円：生活環境課》 

・ 公共交通（すざか市民バス等）確保事業負担金《7,280 万円：市民課》 

・ 屋代線代替交通補助金《1,010 万円：市民課》 

・ 舗装長寿命化修繕工事《１億7,500 万円：道路河川課》 

・ 道路新設改良事業、街路事業〔一部再掲〕 

《9億 481万円(補助)、3,500 万円(単独)：道路河川課》 

・ 耐震診断・耐震補強工事補助《947万円：まちづくり課》 

繰越 大規模盛土変動予測調査《1,464 万円：まちづくり課》 

 

『『多多様様性性をを認認めめ合合いい、、誰誰ももがが活活躍躍ででききるるままちち』』（（人人権権尊尊重重・・共共生生社社会会））  
☆ 女性相談員の配置《293万円：人権同和・男女共同参画課》 

☆ 第六次須坂市男女共同参画計画の策定《251万円：人権同和・男女共同参画課》 

☆ 人権政策推進基本方針の改訂に向けた審議会の開催《23 万円：人権同和・男女共同参画課》 

☆ 人権啓発活動地方委託事業の実施《50万円：人権同和・男女共同参画課》 

・ 男女共同参画いきいきフォーラムの開催《13万円：人権同和・男女共同参画課》 

・ 人権のまちづくり推進会議負担金《80万円：人権同和教育課》 

・ 部落差別をはじめあらゆる差別をなくす活動助成事業 

《180万円：人権同和・男女共同参画課》 

基基本本目目標標１１  

『『みみんんななでで支支ええああいい健健ややかかにに暮暮ららせせるるままちち』』（（健健康康・・福福祉祉））  
「「須須坂坂 JJAAPPAANN」」創創生生ププロロジジェェククトトのの推推進進  

☆ 高齢者等避難発令時の福祉避難所開設《72万円：高齢者福祉課》 

☆ 保健センター外構等改修工事《1,332 万円：健康づくり課》 

☆ 地域介護・福祉空間整備等施設整備補助金《3,092 万円：高齢者福祉課》 

☆ 地域医療介護総合確保基金事業補助金《6,228 万円：高齢者福祉課》 

◎ 障害児通所給付費《１億円：福祉課》 

◎  心身障害児（者）通園費等補助金《460万円：福祉課》 

◎ 法定予防接種の実施《1億 8,738 万円：健康づくり課》 

・ 高齢者保健事業と介護予防の一体的実施事業《149万円：健康づくり課》 

・ 妊婦健康診査の公費負担《4,100 万円：健康づくり課》 

・ 産後ケア事業《259万円：健康づくり課》 

ゼロ エンディングノート協働発行事業《高齢者福祉課》 

 

基基本本目目標標２２  

『『活活力力とと賑賑わわいいののああるる自自立立ししたたままちち』』（（産産業業振振興興））  

◇ 果樹振興推進事業負担金《150万円：農林課》 

☆ 環境配慮型・スマート農業機械導入費補助金《30万円：農林課》 

☆ 農業用揚水機場の更新事業《3,646 万円：農林課》 

☆ 地域就職促進奨学金返還支援事業補助金《10万円：産業連携開発課》 

◎ 信州須坂フルーツエール推進協議会負担金《765万円：産業連携開発課》 

◎ 樹園地拡大事業補助金《1,000 万円：農林課》 

◎ 遊休農地解消対策事業補助金《350万円：農林課》 

◎ 観光誘客案内業務委託《4,760 万円：商業観光課》 

◎ 中心市街地活性化事業《851万円：商業観光課》 

◎ マイナポイント申請支援事業《1,974 万円：政策推進課》 

・ 信州須坂ふるさと応援寄附金事業《20億 661万円：政策推進課》 

・ UIJ ターン就業・創業移住支援金《260万円：産業連携開発課》 

・ 峰の原地区観光レクリエーション施設等整備事業補助金 

《1億 8,100 万円：商業観光課》 

・ 地域おこし協力隊による地域活性化《300万円：商業観光課》 

（健康長寿食の研究開発・アウトドアを核とした地域振興） 

・ 米子大瀑布整備工事《1,241 万円：商業観光課》 

『『子子どどもものの個個性性とと力力ががののびびののびび育育つつ教教育育ののままちち』』（（子子育育てて・・教教育育））  

◇ 医療的ケア児の受け入れ《674万円：子ども課》 

☆ 社会科副読本「わたしたちの須坂市」一部改訂発行《341万円：学校教育課》  

・ 学校給食センターの管理・運営／食物アレルギー除去食の提供 

《2億 585万円：学校教育課》 

・ スクールカウンセラー、心の教室相談員の配置 《430万円：学校教育課》 

・ 児童センター・児童クラブ指定管理委託《１億4,233 万円：学校教育課》 

・ ICT 支援員の配置《1,948 万円：学校教育課》 

・ 公立保育園における保育支援員等の配置《918万円：子ども課》 

・ すこやか相談事業《766万円：子ども課》 

・ 信州すざか農業小学校豊丘校の運営《98万円：子ども課》 

 

基基本本目目標標３３  

基基本本目目標標７７  

2022 年度 須坂市 一般会計当初予算案 予算額 249 億 3,000 万円 

基基本本目目標標４４  

基基本本目目標標５５  

基基本本目目標標６６  

『『22002222年年度度のの主主なな重重点点事事業業』』  

★★感感染染症症にに対対しし強強靱靱でで安安心心ででききるる経経済済社社会会のの構構築築  

◎ 新型コロナウイルスワクチン接種事業《2億 1,349 万円：健康づくり課》 

◇ 新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金《294万円：福祉課》 

繰越 住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金《４億 3,000 万円：福祉課》 

★★安安心心・・安安全全・・活活力力ののああるるままちちづづくくりり  

①①  安安心心・・安安全全ななままちちづづくくりりのの推推進進  

ゼロ コミュニティタイムライン（地域の防災行動計画）の作成《総務課》  

☆ 個別避難計画の作成《84万円：福祉課・高齢者福祉課》 

☆ 機能別消防団員の導入《394万円：消防本部》 

☆ 立地適正化計画の策定《636万円：まちづくり課》 

☆ 地域公共交通計画の策定《900万円：市民課》 

②②  ユユニニババーーササルルなな視視点点にに立立っったた予予算算  

☆ 養育費に関する公正証書等作成費の補助《14万円：福祉課》  

◎ 成年後見支援センター業務委託《1,129 万円：福祉課》 

・ 地域生活相談支援事業委託《1,396 万円：福祉課》  
③③  活活力力ののああるる地地域域づづくくりり  
◎ 移住・定住支援事業の推進《800万円：政策推進課》  
ゼロ 若手職員による「あいさつ課」の活動《総務課》  

★★『『須須坂坂市市デデジジタタルルフファァーースストト宣宣言言』』にに基基づづくくDDXXのの推推進進  
『『ＤＤＸＸ（（デデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン））のの推推進進』』  

☆ オンライン手続推進事業《1,674 万円：政策推進課》 

☆ 証明書コンビニ交付運用事業《3,267 万円：市民課・税務課》 

☆ 市税等の二次元コード決済導入《1,063 万円：税務課》 

ゼロ 長野県電子入札システムへの参加《財政課》 

★★須須坂坂長長野野東東イインンタターー周周辺辺のの開開発発  

◎ インター周辺開発事業に伴う道路整備《５億4,060 万円：道路河川課》 

繰越 インター周辺開発事業に伴う道路整備 《17億 6,754 万円：道路河川課》 

★★子子育育てて就就労労総総合合支支援援のの推推進進／／子子どどももはは宝宝ププロロジジェェククトトのの推推進進  

①①  就就労労支支援援等等もも含含めめたた新新たたなな子子育育てて支支援援環環境境のの充充実実  

☆ 子育て就労総合支援センターの施設整備・管理・運営《1 億 200 万円：子ども課》

☆ 子育て・就労支援セミナー開催等への負担金《1,400 万円：子ども課》》  

②②  教教育育現現場場へへのの支支援援  

☆ 小中学校適正規模検討委員会の開催《62万円：学校教育課》 

☆ 医療的ケア運営協議会の設置《12万円：学校教育課》 

☆ 統合型校務システムの導入《760万円：学校教育課》 
『『家家庭庭教教育育・・IICCTT 教教育育・・食食べべごごとと教教育育（（食食育育教教育育））  

・・信信州州型型自自然然保保育育（（信信州州ややままほほいいくく））のの推推進進』』  

★★「「ままるるごごとと博博物物館館構構想想」」をを核核ととししたた事事業業のの推推進進  
『『ままちちのの元元気気創創出出事事業業（（文文化化振振興興事事業業・・回回遊遊促促進進事事業業・・産産業業振振興興事事業業））』』  
◎ 信州須坂まちの元気創出推進委員会負担金《1億 4,000 万円：文化スポーツ課》 
＜主な事業内訳＞ ・実証運行バス運営事業《3,000 万円》 

・笠鉾会館映像システム更新事業《1,240 万円》 

・米子大瀑布駐車場トイレ・休憩場所整備事業《4,800 万円》 

★★恋恋人人のの聖聖地地広広域域連連携携共共同同事事業業のの推推進進  
『『恋恋人人のの聖聖地地をを有有すするる全全国国のの市市町町村村共共同同事事業業。。出出生生率率向向上上をを目目指指しし、、  
関関係係人人口口のの拡拡大大ををテテーーママにに持持続続可可能能なな地地域域活活性性化化にに幅幅広広くく取取りり組組むむ』』  

☆ 小・中学校オンライン国際交流《217万円：学校教育課》 

☆ 臥竜公園フェスティバル負担金《800万円：まちづくり課》 

☆ アートパークイベント広場整備事業《3,500 万円：文化スポーツ課》  

《2050 年二酸化炭素排出

実質ゼロ》を目指す！ 
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代表質問

9 第 169 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日

（代表質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

市所有の施設の未払金
は、市民に説明する必
要があると考える！

施政方針ならびに予算編成は

新しい施設より既存施設の有効活用

中島 義浩 議員

問
 
予
算
編
成
に
お
け
る

重
点
事
項
は
。

市
長
 
子
育
て
や
教
育
、

医
療
、
福
祉
、
防
災
な
ど
、

須
坂
市
人
口
ビ
ジ
ョ
ン 

ま
ち
･
ひ
と
･
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
基
づ
く
各

施
策
を
推
進
す
る
と
と
も

に
「
本
当
に
困
っ
て
い
る

方
の
支
援
」
と
、
教
育
や

産
業
を
含
め
た
成
長
戦
略

に
注
視
し
、
７
つ
の
重
点

事
項
を
掲
げ
て
予
算
を
編

成
し
た
。

「
須
坂
長
野
東
イ
ン

タ
ー
周
辺
の
開
発
」
で

は
、
２
０
２
４
年
春
の
開

業
を
目
指
し
、
周
辺
道
路

整
備
を
重
点
的
に
行
う
。

「
子
育
て
就
労
総
合
支
援

の
推
進
、
子
ど
も
は
宝
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
」
で

は
、
複
合
施
設
と
し
て
、

子
育
て
・
就
労
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
の
開
所
、
ま
る

ご
と
博
物
館
構
想
を
核
と

し
た
事
業
の
推
進
、
恋
人

の
聖
地
広
域
連
携
共
同
事

業
の
推
進
を
重
要
な
取
組

と
位
置
付
け
た
。
新
規
事

業
で
は
「
新
し
い
施
設
よ

り
も
今
あ
る
も
の
の
有
効

活
用
」
を
す
る
。

問
 
観
光
資
源
の
活
用
は
。

産
業
振
興
部
長
 
五
味

池
破
風
高
原
は
、
上
信
越

高
原
国
立
公
園
内
に
位
置

す
る
自
然
豊
か
な
観
光
地

で
あ
る
。
本
年
３
月
に
、

豊
丘
地
区
内
に
建
物
を
活

用
し
て
五
味
池
破
風
高
原

総
合
案
内
所
を
開
設
す
る
。

自
然
に
十
分
配
慮
し
、
キ

ャ
ン
プ
場
を
整
備
し
て
い

く
。
国
指
定
名
勝
の
米
子

大
瀑
布
群
に
つ
い
て
は
台

風
災
害
の
復
旧
を
急
ぐ
。

関
連
事
業
と
し
て
老
朽
化

し
た
公
衆
ト
イ
レ
は
、
総

合
的
休
憩
所
と
し
て
整
備

を
行
う
。
林
道
米
子
不
動

線
全
線
の
通
行
再
開
は
、

２
０
２
３
年
５
月
以
降
に

な
る
。

問 

D
X
の
今
後
の
取
組

は
。

市
長
 
「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ

ー
ス
ト
宣
言
に
基
づ
く
Ｄ

Ｘ
の
推
進
」
で
は
デ
ジ
タ

ル
と
い
う
「
成
長
戦
略
」

と
連
動
し
、
時
代
の
要
請

に
沿
っ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
、

市
役
所
に
来
な
く
て
も
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」、

人
に
や
さ
し
い
デ
ジ
タ
ル

フ
ァ
ー
ス
ト
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

問
 
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発

に
よ
る
税
収
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

市
が
資
産
に
で
き
る
税
収

は
、
農
地
転
用
等
に
よ

り
事
業
者
が
取
得
す
る

面
積
、
約
41
万
㎡
で
あ

り
、
固
定
資
産
税
は
年
間

約
６
千
万
円
の
想
定
で
あ

る
。建

物
は
、
他
の
類
似
施

設
か
ら
見
積
も
る
と
１

億
５
千
万
円
超
え
。
そ
の

他
法
人
市
民
税
、
機
械
設

備
に
よ
る
償
却
も
大
き
な

税
収
に
な
る
と
期
待
し
て

い
る
。
上
下
水
道
の
使
用

料
も
、
そ
れ
ぞ
れ
年
間

５
千
万
円
か
ら
６
千
万
円

程
度
と
見
込
ん
で
い
る
。

輝奏会

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



市民と職員の努力で健全財政を維持している

2019 2020 2021 2022 2023 2024

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

その他特定目的 446.8 456.7 461.9 460.6 460.6 460.6

ふるさと納税 825.6 643.0 1,324.7 1,096.6 600.0 600.0

職員退職手当 55.9 55.9 55.9 55.9 55.9 55.9

公共施設整備基金 1,788.0 1,250.7 1,747.4 1,753.7 1,613.7 1,363.7

減債基金 56.7 56.8 280.0 700.0 540.0 360.0

財政調整基金 2,612.0 2,911.5 2,872.6 2,581.2 1,938.8 1,411.8

一般会計基金残高 5,785.0 5,374.6 6,742.5 6,648.0 5,209.0 4,252.0

市債残高 16,614.5 18,840.4 20,831.2 21,121.1 20,529.8 19,023.9

5,785.0

5,374.6

6,742.5
6,648.0

5,209.0

4,252.0

16,614.5

18,840.4

20,831.2
21,121.1

20,529.8

19,023.9

14,000.0

16,000.0

18,000.0

20,000.0

22,000.0

0.0

1,000.0

2,000.0

3,000.0

4,000.0

5,000.0

6,000.0

7,000.0

基金残高と市債残高の推移（一般会計） 単位：百万円基金残高 市債残高

9.5

9.3 9.0 9.0

9.3

10.1

20.1
19.1 24.5

26.4
28.1

23.2

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

8.6

8.8

9.0

9.2

9.4

9.6

9.8

10.0

10.2

2019 2020 2021 2022 2023 2024

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

健全化判断比率の推移

実質公債費比率 将来負担比率

実質公債費比率

早期健全化基準：25.0

将来負担比率

早期健全化基準：350.0
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代表質問

10
（代表質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

2022 年 ( 令和 4 年 ) 2 月 1 日　第 168 号

ロシアのウクライナ侵
略、何の罪もない一般
市民を無差別虐殺！絶
対許せない戦争犯罪だ

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、

豊
か
さ
と
幸
せ
を
め
ざ
す

予
算
に
な
っ
て
い
る
か

問
 
７
つ
の
事
項
を
重
点

事
項
に
し
た
理
由
は
。

市
長
 
本
当
に
困
っ
て
い

る
方
の
支
援
と
、
教
育
や

産
業
を
含
め
た
成
長
戦
略

に
注
力
し
予
算
編
成
し
た
。

「
感
染
症
に
対
し
、
強

靱
で
安
心
な
経
済
社
会
の

構
築
」
で
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
や
各
事
業
の
推
進
。

「
安
心·

安
全·

活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、

災
害
へ
の
備
え
と
本
当
に

困
っ
て
い
る
方
へ
の
支

援
。「市

デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー

ス
ト
宣
言
に
基
づ
く
Ｄ
Ｘ

の
推
進
」で
は
、
市
内
団

体
が
行
う
デ
ジ
タ
ル
が
苦

手
な
方
へ
の
支
援
事
業
の

サ
ポ
ー
ト
等
。

「
イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
」

で
は
、
24
年
春
の
開
業
を

め
ざ
し
、
道
路
整
備
等
を

重
点
的
に
実
施
。

問
 
コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的

に
困
っ
て
い
る
市
民
と
事

業
者
に
、
市
の
独
自
財
源

を
投
入
す
る
考
え
は
。

市
長
 
国
の
補
正
予
算
を

最
大
限
活
用
し
補
正
予
算

を
組
む
。
一
般
財
源
投
入

も
検
討
す
る
。

問
 
コ
ロ
ナ
禍
で
も
税
収

の
落
ち
込
み
が
な
い
が
。

総
務
部
長
 
個
人
市
民
税

は
前
年
比
４
・
１
％
増
の

約
22
億
９
千
万
円
。
法
人

市
民
税
は
一
部
製
造
業
等

の
業
績
が
好
調
で
、
前
年

比
９
・
４
％
増
の
約
４
億

８
千
万
円
。
固
定
資
産
税

は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
小
企
業

者
等
の
軽
減
措
置
終
了
と
、

イ
ン
タ
ー
周
辺
開
発
の
土

地
分
増
加
で
前
年
比
６
・

４
％
増
の
約
26
億
２
千
万

円
を
見
込
ん
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
で
観
光
業
、

飲
食
店
、
中
小
事
業
者
が

厳
し
い
。
本
当
に
困
っ
て

い
る
方
へ
の
支
援
が
必
要

だ
。

問
 
信
州
須
坂
ふ
る
さ
と

応
援
寄
附
金
が
好
調
だ
が
。

総
務
部
長 

21
年
度
は
決

算
見
込
み
で
約
22
億
円
。

22
年
度
は
確
実
な
収
入
額

を
見
込
み
16
億
円
を
計
上
。

好
調
な
要
因
は
、
返
礼

品
の
８
割
が
農
産
物
で
評

価
が
高
い
こ
と
。
寄
附
募

集
サ
イ
ト
の
増
設
。
返
礼

品
の
充
実
等
に
あ
る
。
数

量
の
心
配
な
く
返
礼
品
を

提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り

も
要
因
の
一
つ
。

問
 
財
政
の
健
全
化
判
断

比
率
の
数
値
の
分
析
は
。

総
務
部
長
 
ふ
る
さ
と
応

援
基
金
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
主
な
要
因
だ
。

問
 
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、

厳
し
い
財
政
状
況
と
い
う

表
現
を
削
っ
て
、
市
財
政

の
先
行
き
に
不
透
明
さ
が

増
す
中
」
と
あ
る
が
。

総
務
部
長
 
２
０
２
２

年
度
予
算
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
が
な
け
れ
ば
大
き
な

財
源
不
足
が
生
じ
た
。
寄

附
金
が
好
調
な
内
に
、
今

後
の
財
政
運
営
を
真
剣
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況

か
ら
施
政
方
針
で
は
「
厳

し
い
財
政
状
況
」
と
い

う
表
現
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
、
市
財
政
の
先

行
き
に
不
透
明
さ
が
増
す

中
」
と
し
た
。

市
の
独
自
財
源
を
投
入
し
て
経
済
支
援
を

必
要
が
あ
れ
ば
実
施
す
る

竹内 勉 議員
日本共産党

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問

議
案
審
議



今後は基礎年金番号通知書が発行される。
年金手帳は大事に保管を

一般質問

11 第 169 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

問
 
上
下
水
道
は
現
在
の

施
設
や
設
備
で
大
丈
夫
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

上
下
水
道
共
に
問
題
な

い
。

問
 
野
辺
原
水
源
へ
の
エ

ア
レ
ー
シ
ョ
ン
設
備
の
設

置
は
、
オ
ー
プ
ン
前
に
間

に
合
う
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

早
期
の
設
置
に
向
け
て
努

力
し
て
い
る
。

問
 
進
出
企
業
に
よ
る
市

税
収
入
を
ど
の
く
ら
い
と

予
想
し
て
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

試
算
で
き
る
税
収
は
固

定
資
産
税
で
、
土
地
は

宅
地
課
税
に
な
り
年
間

約
６
千
万
円
。
建
物
は

少
な
く
見
積
も
っ
て
も

１
億
５
千
万
円
を
超
え

る
と
想
定
。
法
人
市
民
税

は
大
き
な
工
場
の
建
設
で

は
償
却
資
産
も
大
き
な
税

収
に
な
る
と
期
待
し
て
い

る
。

問
 
新
規
雇
用
者
を
ど
の

く
ら
い
見
込
ん
で
い
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

開
発
地
全
体
で
約
２
５
０

０
人
。

問
 
移
住
に
よ
る
雇
用
者

を
ど
の
く
ら
い
見
込
ん
で

い
る
か
。
ま
た
、
ア
パ
ー

ト
な
ど
賃
貸
住
宅
の
数
は

足
り
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

主
に
地
元
か
ら
従
業
員
を

雇
用
す
る
と
聞
い
て
い

る
。
移
住
に
よ
る
雇
用
者

は
わ
ず
か
と
見
込
ん
で
お

り
、
市
内
に
は
約
４
０
０

戸
の
空
き
ア
パ
ー
ト
物

件
が
あ
る
の
で
対
応
で
き

る
。

問
 
新
規
雇
用
者
や
移
住

者
に
よ
り
保
育
園
の
需
要

が
増
す
と
思
う
が
、
そ
の

対
策
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

商
業
施
設
内
に
保
育
施
設

を
確
保
す
る
の
で
、
自
治

体
内
の
保
育
施
設
の
利
用

は
少
な
い
。
現
在
、
整
備

を
進
め
て
い
る
マ
リ
ア
こ

ど
も
園
の
北
須
坂
分
園

は
、
３
歳
未
満
児
30
名
定

員
を
予
定
し
て
い
る
。

問
 
企
業
内
保
育
所
は
、

近
隣
の
他
企
業
に
勤
務
す

る
方
も
利
用
で
き
る
の
か
。

教
育
次
長
 
立
地
企
業
と

協
議
を
し
、
利
用
で
き
る

よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
制
度

の
概
要

問
 
年
金
制
度
機
能
強
化

法
が
改
正
さ
れ
、
そ
の
中

で
年
金
手
帳
の
廃
止
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
廃

止
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

総
務
部
長
 
４
月
以
降
は

新
規
発
行
が
廃
止
さ
れ
、

初
め
て
加
入
さ
れ
る
方
に

対
し
、
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
が
交
付
さ
れ
る
。
手

帳
の
再
発
行
は
し
な
い
。

問
 
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

第
２
弾
」
が
６
月
に
開
始

予
定
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
取
得
推
進
の
対
応
は
。

総
務
部
長
 
受
付
事
務
員

を
２
名
増
員
し
て
窓
口
を

庁
舎
２
階
に
設
置
す
る
。

ま
た
、
市
内
企
業
や
自
治

体
等
へ
依
頼
が
あ
れ
ば
出

張
申
請
受
付
を
す
る
。

問
 
会
社
・
法
人
の
各
種

証
明
書
の
取
得
に
は
、
長

野
市
の
長
野
地
方
法
務
局

へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。「
法
務
局
証
明
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
庁
内

に
設
置
で
き
な
い
か
。
須

高
と
し
て
設
置
で
き
れ
ば
、

経
費
の
負
担
が
減
る
。

総
務
部
長
 
設
置
費
は
詳

細
な
条
件
が
示
さ
れ
な
い

と
回
答
困
難
と
の
こ
と
。

法
務
局
の
条
件
に
合
う
か

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

IC 周辺開発では、しっ
かり準備をしてスムーズ
に開業を迎えられるよ
うにしたいものです

インター周辺開発の諸課題

上下水道・保育園は現状で問題ない

岡田 宗之 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



ソルガム栽培畑（農林課提供）

一般質問

122022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日　第 169 号

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

デ
ル
タ
株
と
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
治
療
は

基
本
的
に
治
療
方
法
は
変
わ
ら
な
い

「まん延防止等重点措
置」は、解除されまし
たが、感染再拡大の不
安が晴れませんなぁ

不
妊
治
療
前
に

問
 
県
は
不
妊
治
療
が
保

険
適
用
さ
れ
る
の
に
合
わ

せ
、
治
療
の
前
段
階
で
、

妊
娠
・
出
産
の
可
能
性
を

調
べ
る
検
査
費
用
を
助
成

す
る
県
独
自
事
業
を
始
め

る
が
、
須
坂
市
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
県
と
連

携
し
な
が
ら
、
不
妊
に
悩

む
ご
夫
婦
に
情
報
が
届
く

よ
う
広
報
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
医
療
費

問
 
子
ど
も
の
医
療
費
の

「
窓
口
無
料
化
」
に
つ
い

て
、
県
は
負
担
割
合
を
拡

充
す
る
方
針
。
こ
の
こ
と

に
呼
応
し
て
当
市
の
具
体

的
な
指
針
は
。

健
康
福
祉
部
長
 
県
は
２

０
２
２
年
度
か
ら
「
小
学

３
年
生
ま
で
」
通
院
に
か

か
る
医
療
費
を
拡
充
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
拡

充
に
よ
り
減
少
す
る
市
の

負
担
を
活
用
し
、
中
学
３

年
生
ま
で
と
し
て
い
る
乳

幼
児
等
に
係
る
福
祉
医
療

費
の
対
象
年
齢
を
、
２
０

２
３
年
度
に
18
歳
ま
で
拡

大
す
る
方
向
で
検
討
を
進

め
て
い
る
。

イ
オ
ン
開
業
後
の
期
待
と

不
安

問
 
須
坂
市
の
郊
外
に
立

地
す
る
イ
オ
ン
来
訪
者
を
、

中
心
市
街
地
に
誘
客
す
る

手
立
て
と
し
て
、
市
が
描

く
具
体
的
な
計
画
案
は
。

産
業
振
興
部
長
 
須
坂
市

や
中
心
市
街
地
が
持
つ
魅

力
を
こ
れ
ま
で
当
市
を
訪

れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
多

く
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た

だ
く
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

今
回
の
開
発
に
よ
っ

て
増
加
す
る
市
外
か
ら
の

来
訪
者
に
、
市
内
の
事
業

者
が
、
各
々
お
持
ち
の
魅

力
や
特
色
を
生
か
す
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
捉
え
、
イ
ン

タ
ー
周
辺
開
発
と
中
心
市

街
地
活
性
化
の
相
乗
効
果

を
生
み
出
し
て
い
き
た

い
。

須
坂
を
国
土
豊
か
に

問
 
流
域
治
水
を
推
進
す

る
信
濃
川
水
系
の
流
域
自

治
体
が
参
加
し
て
の
協
議

会
が
設
立
さ
れ
が
、
須
坂

市
は
こ
の
協
議
会
に
加
入

し
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長
 
こ
の
協

議
会
は
被
害
の
軽
減
に
向

け
た
流
域
治
水
の
全
体
像

の
共
有
・
検
討
を
行
う
と

し
て
お
り
、
当
市
も
参
加

し
て
い
る
。

問
 
雑
穀
「
ソ
ル
ガ
ム
」

の
当
市
の
対
応
は
。

産
業
振
興
部
長
 
当
市
も

「
耕
作
放
棄
地
等
の
資
源

作
物
（
ソ
ル
ガ
ム
）
活
用

調
査
事
業
」
に
参
加
し
て

い
る
。
今
後
の
活
用
等
と

し
て
、
乾
燥
に
強
く
農
薬

い
ら
ず
で
、
手
間
を
か
け

ず
に
栽
培
が
で
き
る
の
で
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
作
物

と
し
て
有
効
で
あ
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。
須
坂
温

泉
古
城
荘
で
購
入
で
き
る
。

佐藤 壽三郎 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



山本富之助の美人画

一般質問

13 第 169 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

文化財の所有者と対話を

数年ごとに対話をしたい

荒井 一彦 議員

須坂市内の文化財は、
頭ではなく「足で歩いて
守る」ことが大事です

文
化
財
の
展
示
や
保
存
管

理問
 
博
物
館
の
運
営
や
展

示
に
対
す
る
基
本
的
な
理

念
は
何
か
。

社
会
共
創
部
長
 
須
坂

市
立
博
物
館
は
「
ま
る
ご

と
博
物
館
」
の
中
核
施
設

で
あ
り
、
機
能
分
散
型
総

合
博
物
館
と
し
て
、
市
域

に
豊
富
に
存
在
す
る
有

形
・
無
形
文
化
財
、
施
設
、

天
然
記
念
物
な
ど
の
文
化

的
資
源
の
最
大
限
の
活
用

を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

問
 
今
後
、
数
年
間
の
展

示
予
定
や
内
容
は
。

社
会
共
創
部
長
 
来
年

度
は
特
別
展
と
し
て
「
災

害
の
歴
史
展
」
を
開
催
す

る
。

問
 
今
後
は
、
市
民
か
ら

の
借
り
入
れ
品
を
増
や
し

て
は
ど
う
か
。

社
会
共
創
部
長
 
調
査
・

研
究
に
よ
り
、
必
要
な
史

資
料
に
つ
い
て
は
所
有
者

へ
の
借
用
を
お
願
い
す
る
。

須
坂
市
指
定
文
化
財
の
保

存
と
管
理

問
 
市
指
定
文
化
財
の
所

有
者
に
、
調
査
票
の
送
付
、

対
面
で
の
対
話
を
し
た
の

か
。
そ
の
結
果
は
。

社
会
共
創
部
長
 
本
年

度
は
須
坂
吉
向
焼
や
天
然

記
念
物
の
所
有
者
に
送
付

を
し
て
現
況
把
握
を
し
た
。

問
 
最
近
、
市
指
定
文
化

財
の
追
加
は
あ
っ
た
の
か
。

社
会
共
創
部
長
 
２
０

２
０
年
に
「
旧
上
高
井
郡

役
所
」
を
有
形
文
化
財
に

指
定
し
た
。

問
 
検
討
中
の
物
件
は
。

社
会
共
創
部
長 

20
件
。

問
 
須
坂
市
由
来
の
文
人

や
画
家
の
傑
作
品
を
市
指

定
文
化
財
に
し
て
は
ど
う

か
。

社
会
共
創
部
長
 
市
の

文
化
財
審
議
委
員
会
で
の

調
査
研
究
が
必
要
。

「
ま
る
ご
と
博
物
館
構
想

を
核
と
し
た
、
人
、
地
域

資
源
で
紡
ぎ
だ
す
、
ま
ち

の
元
気
創
出
事
業
」

問
 
２
０
２
１
年
は
ど

ん
な
事
業
を
し
た
の
か
。

副
市
長
 
本
事
業
は
３
部

会
（
文
化
振
興
、
回
遊
促

進
、
産
業
振
興
）
で
事
業

を
実
施
。

文
化
振
興
事
業
で
は
、

須
坂
ま
る
ご
と
体
験
謎
解

き
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
を
実
施

し
、
文
化
団
体
の
活
動
を

取
材
し
た
動
画
を
作
成

し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公

開
。回

遊
促
進
事
業
で
は
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
、

総
合
的
休
憩
所
・
地
域
交

流
拠
点
整
備
事
業
、
回
遊

性
向
上
の
た
め
の
サ
イ

ネ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
構
築
事

業
を
実
施
。

産
業
振
興
事
業
で
は
、

戦
略
資
源
活
用
に
よ
る
地

域
産
業
の
拡
大
事
業
、
新

た
な
地
域
エ
コ
シ
ス
テ
ム

の
構
築
事
業
、
先
進
技
術

の
活
用
に
よ
る
販
売
体
制

強
化
事
業
、
関
係
人
口
創

出
事
業
を
実
施
。

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



一般質問

142022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日　第 169 号

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

平和の祭典、パラリン
ピックが開催される一
方で、ロシアの攻撃は
悲しく、憤りを感じる

問
 
３
年
目
以
降
の
事
業

継
続
の
見
通
し
は
。
ま
た
、

現
事
業
の
手
ご
た
え
、
継

続
の
資
金
等
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。
他
課
に
も

同
じ
よ
う
な
事
業
が
あ
る

が
精
査
し
て
い
く
の
か
。

副
市
長
 
２
０
２
２
年

度
ま
で
に
整
備
し
た
施
設

や
設
備
、
ア
プ
リ
、
動
画

な
ど
は
有
効
活
用
す
る
。

個
別
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

内
容
、
必
要
性
、
汎
用
性

な
ど
を
検
証
し
、
２
０
２

３
年
度
以
降
も
実
施
す
る

事
業
は
担
い
手
を
明
確
に

し
、
継
続
に
つ
い
て
検
証

す
る
。
経
費
は
市
の
一
般

財
源
を
活
用
す
る
。

問
 
課
題
と
し
て
い
る
事

業
の
連
携
は
ど
の
よ
う
に

し
て
い
く
の
か
。
ま
た
各

部
会
は
ど
う
す
る
の
か
。

副
市
長
 
今
ま
で
も
で
き

て
い
な
く
、
難
し
い
が
考

え
て
い
く
。
各
部
会
は
３

年
で
終
了
す
る
。

問
 
賢
い
見
極
め
と
決
断

が
大
事
。
各
部
会
の
部
会

長
と
市
議
会
の
意
見
交
換

の
場
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

副
市
長
 
考
え
て
い
く
。

５
歳
～
11
歳
の
ワ
ク
チ
ン

接
種

問
 
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
保

育
所
や
小
学
校
で
も
拡
大

し
て
い
る
。
厚
労
省
で
は

５
歳
か
ら
11
歳
ま
で
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
３
月
か
ら

開
始
す
る
予
定
。
基
礎
疾

患
を
お
持
ち
の
お
子
さ
ん

が
先
行
接
種
す
る
。
努
力

義
務
は
な
く
希
望
す
る
方

だ
が
、
市
は
何
人
を
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
３
月

中
に
接
種
が
開
始
で
き
る

よ
う
須
高
医
師
会
、
信
州

医
療
セ
ン
タ
ー
と
調
整
中
。

対
象
は
２
９
０
０
人
を
見

込
ん
で
い
る
。

４
月
か
ら
不
妊
治
療
の
保

険
適
用
が
開
始

問
 
高
額
だ
っ
た
特
定
不

妊
治
療
が
保
険
適
用
と
な

る
。
こ
れ
に
伴
い
、
特
定

不
妊
治
療
支
援
事
業
が
廃

止
さ
れ
る
。
保
険
適
用
と

な
る
と
治
療
者
の
自
己
負

担
は
減
る
と
想
定
さ
れ
る

が
、
逆
に
治
療
費
が
増
え

る
場
合
は
な
い
の
か
。

市
長
 
保
険
適
用
の
メ
リ

ッ
ト
は
、
治
療
内
容
の
標

準
化
と
費
用
の
統
一
、
不

妊
治
療
の
実
績
や
費
用
、

専
門
医
の
数
な
ど
の
情
報

開
示
で
医
療
機
関
を
選
ぶ

際
の
判
断
材
料
が
増
え
る
。

市
は
継
続
し
て
不
妊
治
療

費
助
成
事
業
を
実
施
。

問
 
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
保
険
適
用
前
で
あ
れ

ば
患
者
の
状
態
に
合
わ
せ

た
個
別
の
医
療
が
提
供
さ

れ
た
が
、
適
用
後
は
標
準

治
療
の
提
供
と
な
り
、
保

険
適
用
の
対
象
が
限
ら
れ

る
。
今
後
詳
細
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
く
の
で
、
周

知
等
の
対
応
を
さ
れ
た
い
。

健
康
福
祉
部
長
 
治
療

が
必
要
な
ご
夫
婦
に
情
報

が
届
く
よ
う
広
報
す
る
。

ま
る
ご
と
博
物
館
３
年
目
以
降
の
事
業
継
続
は

事
業
の
担
い
手
を
明
確
に

浅井 洋子 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



きょうだい、祖父母、父母の世話を
している子どもさん

一般質問

15 第 169 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

市外中学校への進学が
増加し、教育の内容で
選ばれる時代だが、で
きるだけ市内中学校へ

問
 
教
員
採
用
試
験
志
願

者
が
減
少
し
て
い
る
中
、

長
野
県
の
令
和
４
年
度
新

規
採
用
教
員
試
験
は
、小・

中
・
特
別
支
援
学
校
教
論

の
志
願
倍
率
が
過
去
最
低

で
あ
っ
た
。
特
に
小
・
特

別
支
援
学
校
は
危
険
水
域

の
３
倍
を
下
回
る
状
況
下

に
あ
る
が
対
応
策
は
。

教
育
長
 
学
校
の
働
き
方

改
革
を
進
め
、
先
生
方
の

時
間
的
余
裕
を
生
む
こ
と

で
生
き
生
き
と
子
ど
も
た

ち
に
接
す
る
よ
う
に
し
た

い
。
ま
た
、
L
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
リ

サ
ー
チ
の
新
成
人
ア
ン
ケ

ー
ト
等
で
も
な
り
た
い
職

業
上
位
に
教
員
が
選
ば
れ

て
い
る
の
で
期
待
し
た
い
。

問
 
日
本
教
職
員
組
合
が

昨
年
12
月
に
学
校
の
働
き

方
改
革
の
実
態
調
査
結
果

を
公
表
し
、
１
カ
月
の
教

員
の
残
業
時
間
は
約
96
時

間
で
あ
り
、
文
科
省
の
残

業
時
間
の
上
限
、
月

45
時
間
を
大
幅
に
越

え
て
い
る
。
学
校
の

働
き
方
改
革
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く

の
か
。

教
育
長
 
Ⅰ
Ｃ
タ
グ

等
を
利
用
し
た
タ
イ

ム
レ
コ
ー
ダ
ー
導
入

に
よ
る
勤
務
時
間
の

見
え
る
化
等
、
勤
務

時
間
を
意
識
し
た
働

き
方
を
進
め
る
と
共

に
学
校
・
教
員
が
担

う
業
務
を
明
確
に
し
、

業
務
の
削
減
や
分
業

化
、
協
業
化
、
中
学
校
の

部
活
動
指
導
員
の
増
員
等

を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
 
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

関
す
る
相
談
窓
口
は
児
童

相
談
所
や
子
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ

ダ
イ
ヤ
ル
、
学
校
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
で
受
付
て
い
る

と
の
こ
と
だ
が
、
中
に
は

相
談
で
き
な
い
お
子
さ
ん

も
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
が
、
そ
の
対
応
は
。

教
育
長
 
市
内
小
・
中
学

校
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
認
識
を
持
つ
中
で
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
可
能
性

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
児

童
・
生
徒
が
い
る
場
合
は

教
育
委
員
会
へ
報
告
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

財
政
運
営

問
 
須
坂
市
の
財
政
力
指

数
は
２
０
１
９
年
度
０
・

５
８
１
で
あ
り
、
財
政
力

指
数
が
１
・
０
を
上
回
れ

ば
地
方
交
付
税
が
支
給
さ

れ
な
い
不
交
付
団
体
で
あ

る
が
、
２
０
２
５
年
の
目

標
値
を
０
・
５
９
と
し
て

い
る
が
達
成
可
能
な

の
か
。

総
務
部
長
 
イ
ン

タ
ー
周
辺
開
発
に
よ

る
固
定
資
産
税
の
増

加
や
自
主
財
源
の
確

保
・
税
金
の
徴
収
率

の
向
上
や
経
費
支
出

の
効
率
化
に
徹
す
る
。

問
 
須
坂
市
は
固

定
資
産
税
が
県
内

19
市
中
19
位
だ
が
、

富
士
通
撤
退
後
、
10

年
以
上
、
外
部
資
本

に
よ
る
ビ
ル
建
設
・

企
業
誘
致
等
が
な
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因

な
の
か
。

総
務
部
長
 
日
滝
原
産
業

団
地
の
企
業
誘
致
な
ど
は

あ
っ
た
が
、
今
後
は
イ
ン

タ
ー
周
辺
開
発
に
期
待
し

た
い
。

教員採用志願倍率の減少対策は

学校の働き方改革を進める

酒井 和裕 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



歴史的な町並み（銀座通り）

一般質問

162022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日　第 169 号

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

コロナ禍で国 ･県 ･市よ
り出された様々な支援
策を大いに利用してい
ただきたい！

問
 
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
（
重
伝
建
）
保
存
地
区

選
定
後
に
考
え
て
い
る
伝

建
に
対
す
る
支
援
策
は
。

社
会
共
創
部
長
 
伝
統

的
建
造
物
の
復
元
修
理
や
、

周
囲
の
伝
統
的
建
造
物
に

調
和
す
る
よ
う
な
修
景
新

築
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
て
支
援
。
国
の
制
度

に
よ
り
伝
建
地
区
内
の
伝

統
的
建
造
物
は
非
課
税
、

土
地
は
市
が
固
定
資
産
税

等
の
減
免
を
考
え
て
い
る
。

問
 
重
伝
建
の
選
定
後
の

伝
建
地
区
の
支
援
施
設
の

考
え
は
。

社
会
共
創
部
長
 
地
区

内
の
伝
統
的
建
造
物
を
利

用
し
た「
重
伝
建
推
進
室
」

と
い
っ
た
事
務
所
の
設
置

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
、

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
、
地
域
の
相
談
窓

口
、
ガ
イ
ド
養
成
な
ど
の

役
割
を
担
う
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
事
業
者
支

援問
 
事
業
者
か
ら
要
望
さ

れ
て
い
る
、
須
坂
市
お
店

限
定
応
援
商
品
券
の
今
後

の
発
行
計
画
は
。

産
業
振
興
部
長
 
２
０

２
２
年
度
も
本
年
度
事
業

と
同
様
に
、
購
入
し
た
お

店
限
定
で
利
用
で
き
る
お

店
限
定
応
援
商
品
券
事
業

を
行
う
予
定
。
現
在
、
取

扱
期
間
の
前
倒
し
や
各
店

取
扱
冊
数
の
増
、
プ
レ
ミ

ア
ム
率
、
発
行
冊
数
の
増

等
、
細
部
に
つ
い
て
検
討

中
。

問
 
須
坂
市
で
予
定
し
て

い
る
事
業
者
支
援
策
は
。

産
業
振
興
部
長
 
第
６

波
対
応
須
坂
市
新
型
コ
ロ

ナ
中
小
企
業
者
特
別
応
援

金
を
実
施
予
定
。
４
月
11

日
か
ら
申
請
を
受
け
付
け

る
。
中
小
法
人
は
40
万
円
、

個
人
事
業
者
は
20
万
円
を

上
限
に
支
給
す
る
。

空
き
家
・
空
き
地
問
題
対

策問
 
空
き
家
・
空
き
地
に

対
す
る
苦
情
と
処
理
の
実

態
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

昨
年
は
空
き
家
へ
の
苦
情

が
46
件
。
空
き
地
へ
の
苦

情
が
50
件
。
内
容
は
草
木

等
の
繁
茂
が
多
い
。
寄
せ

ら
れ
た
苦
情
は
、
所
有
者

へ
適
正
管
理
の
お
願
い
を

通
知
し
て
い
る
。

問
 
空
き
家
利
活
用
の
方

策
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
と
連

携
を
し
た
「
空
き
家
活
用

等
補
助
金
交
付
事
業
」
を

当
初
予
算
に
計
上
。
概
要

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
た
空
き
家
を
活
用

す
る
際
に
①
﹁
空
き
家
整

理
事
業
﹂
と
し
て
、
不
要

物
品
の
処
分
や
空
き
家
の

清
掃
を
行
う
た
め
の
費
用

に
対
し
、
補
助
率
２
分
の

１
、
10
万
円
を
限
度
と
す

る
補
助
金
②｢

賃
貸
空
き

家
改
修
事
業｣

と
「
購
入

空
き
家
改
修
事
業
」
は
、

賃
貸
や
購
入
し
た
空
き
家

の
改
修
に
要
す
る
費
用
に

対
し
、補
助
率
２
分
の
１
、

40
万
円
を
限
度
に
交
付
。

③
「
空
き
家
整
理
事
業
」

を
利
用
し
な
い
場
合
は

50
万
円
を
限
度
と
し
て
補

助
金
を
交
付
す
る
予
定
。

重
伝
建
選
定
の
目
標
時
期
は

早
く
て
も
２
０
２
４
年
以
降

古家 敏男 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



長野県内の刑法犯認知総数構成比

一般質問

17 第 169 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

犯罪被害者等に関する
条例は、犯罪被害者の
権利や利益を守るため
に必要不可欠である

問
 
犯
罪
被
害
者
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市

の
基
本
方
針
で
は
、
関
係

機
関
等
と
連
携
し
、
支
援

す
る
と
あ
る
が
、
具
体
的

な
連
携
は
。

社
会
共
創
部
長
 
人
権

交
流
セ
ン
タ
ー
に
総
合
相

談
窓
口
を
置
き
、
認
定
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
長
野
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
や
警
察

署
等
と
連
携
し
、
被
害
者

支
援
の
体
制
を
と
っ
て
い

る
。

問
 
「
犯
罪
被
害
者
基
本

法
」
は
、
国
や
自
治
体
に

被
害
者
支
援
に
取
り
組
む

責
務
が
あ
る
と
さ
れ
て
お

り
、
県
で
は
、
犯
罪
被
害

者
等
支
援
条
例
を
４
月
施

行
予
定
と
聞
い
て
い
る
が
、

犯
罪
被
害
者
支
援
条
例
制

定
の
考
え
は
。

社
会
共
創
部
長
 
県
で

は
条
例
制
定
後
、
具
体
的

な
支
援
に
向
け
て
推
進
計

画
を
策
定
す
る
。
当
面
は
、

県
や
他
市
町
村
と
連
携
し

支
援
に
あ
た
っ
て
い
く
。

創
生
総
合
戦
略
と
デ
ジ
タ

ル
田
園
都
市
国
家
構
想

問
 
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
」
と
は
、
地

方
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
、
地
方
と
都
市
の
各
差

を
縮
め
よ
う
と
す
る
試
み

だ
が
、
創
生
総
合
戦
略
と

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家

構
想
の
違
い
は
。

総
務
部
長
 
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
が
目
的

と
す
る
「
地
方
と
都
市
の

格
差
を
是
正
す
る
」
こ
と

は
、
総
合
戦
略
が
目
指
す

「
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中

の
是
正
」
と
も
相
互
に
関

連
す
る
内
容
で
あ
り
、
相

互
関
連
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

問
 
果
樹
栽
培
の
ス
マ
ー

ト
農
業
へ
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
市
の
取
り
組
み

は
。

総
務
部
長
 
現
段
階
で
は

ま
だ
試
験
段
階
だ
が
、
ス

マ
ー
ト
グ
ラ
ス
を
使
用
し
、

ぶ
ど
う
農
家
の
剪
定
や
摘

粒
な
ど
の
技
術
を
デ
ー
タ

と
し
て
蓄
積
し
、
そ
の
デ

ー
タ
を
Ａ
Ｉ
に
よ
り
活
用

す
る
こ
と
で
、
初
心
者
で

も
容
易
に
作
業
に
取
り
組

む
こ
と
が
可
能
で
、
将
来

実
用
化
す
れ
ば
、
作
業
の

省
力
化
に
つ
な
が
る
と
期

待
し
て
い
る
。

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り

問
 
東
日
本
台
風
に
よ
り
、

豊
洲
地
区
で
は
八
木
沢
川

の
内
水
氾
濫
や
松
川
の
越

水
に
よ
る
水
害
被
害
が
発

生
し
た
。
千
曲
川
右
岸
左

岸
の
堤
防
道
路
高
は
同
じ

と
認
識
し
て
い
る
が
、
千

曲
川
に
流
れ
込
む
松
川
の

堤
防
高
は
同
等
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

千
曲
川
堤
防
だ
け
が
か
さ

上
げ
さ
れ
る
と
、
当
然
、

松
川
か
ら
先
に
越
水
が
発

生
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
松
川
も
影
響
区
間
は

か
さ
上
げ
を
行
い
、
万
が

一
越
水
し
て
も
破
堤
し
に

く
い
堤
防
の
整
備
を
行
う

計
画
で
あ
る
。
今
後
も
、

国
交
省
千
曲
川
河
川
事
務

所
や
長
野
県
と
連
携
し
協

力
し
て
い
く
。

犯罪被害者支援条例制定の考えは

県・他市町村等と連携し支援

堀内 章一 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



千曲法務局証明サービスセンター

法務局証明書発行請求機

一般質問

182022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日　第 169 号

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

アライ（ＡＬＬＹ）性的
少数者の理解者・支援
者になろう

問
 
長
野
地
方
法
務
局
須

坂
出
張
所
が
統
廃
合
さ
れ
、

企
業
の
印
鑑
証
明
書
を
も

ら
う
だ
け
で
、
半
日
か
け

て
県
庁
近
く
の
長
野
地
方

法
務
局
ま
で
行
く
こ
と
に

な
り
、
大
変
に
な
っ
た
。

建
設
業
や
不
動
産
業
及
び

会
社
経
営
者
は
、
大
き
な

契
約
等
で
は
必
ず
会
社
の

印
鑑
証
明
書
が
必
要
に
な

る
。
苦
情
は
来
て
い
な
い

か
。

副
市
長
 
苦
情
は
受
け
付

け
た
こ
と
が
な
い
。

問
 
千
曲
市
役
所
に
は
、

千
曲
法
務
局
証
明
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
法

務
局
証
明
書
発
行
請
求
機

が
設
置
さ
れ
て
い
て
、
す

ぐ
に
書
類
が
受
け
取
れ
る
。

須
坂
市
役
所
に
も
法
務
局

証
明
書
発
行
請
求
機
を
設

置
し
て
ほ
し
い
。

副
市
長
 
今
は
ネ
ッ
ト
で

も
請
求
で
き
る
の
で
、
設

置
は
考
え
て
い
な
い
。

意
見
 
ネ
ッ
ト
申
請
の
受

け
取
り
は
郵
送
で
、
日
数

が
か
か
る
。

産
地
偽
装
問
題

問
 
須
坂
産
の
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
や
ナ
ガ
ノ
パ

ー
プ
ル
等
の
高
級
ブ
ド
ウ

が
、
海
外
産
ブ
ド
ウ
で
産

地
偽
装
さ
れ
て
い
な
い
か
。

産
業
振
興
部
長
 
海
外

で
は
産
地
偽
装
が
横
行
し

て
い
る
が
、
海
外
産
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
、
輸

入
差
し
止
め
と
な
っ
て
お

り
、
海
外
産
の
商
品
が
国

内
に
出
回
る
こ
と
は
な
い
。

問
 
産
地
偽
装
対
策
に
は

産
地
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ

て
認
証
シ
ー
ル
等
を
付
け

る
こ
と
が
有
効
だ
。

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
の
箱
は
統
一
し
た
デ
ザ

イ
ン
に
し
た
ら
い
か
が
か
。

産
業
振
興
部
長
 
Ｊ
Ａ

な
が
の
須
高
ブ
ロ
ッ
ク
で

は
、「
フ
ル
ー
ツ
ハ
リ
ウ
ッ

ド
須
高
」
と
銘
を
打
っ
て

出
荷
し
て
お
り
評
判
は
良

い
。
ま
た
、
最
高
級
品
だ

け
を
選
抜
し
、
特
選
ブ
ラ

ン
ド
「
大
地
の
し
ず
く
﹂

と
称
し
、
産
地
証
明
書
や

タ
グ
・
シ
ー
ル
を
付
け
、

消
費
者
に
安
心
を
届
け
て

い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
に
統
一
し
た
デ
ザ
イ
ン

の
ロ
ゴ
を
付
け
る
よ
う
に

予
算
付
け
す
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

問
 
２
０
２
１
年
ふ
る

さ
と
納
税
の
内
訳
と
収
支

は
。

産
業
振
興
部
長
 
寄
附

額
は
約
22
億
円
、
経
費
は

返
礼
品
６
億
６
千
万
円
、

送
料
２
億
１
千
万
円
、
寄

附
サ
イ
ト
利
用
料
１
億
７

千
万
円
、
決
済
手
数
料
４

千
万
円
、
委
託
業
者
手
数

料
１
億
円
で
経
費
合
計
11

億
８
千
万
円
。
収
支
は
10

億
２
千
万
円
の
黒
字
。

返
礼
品
希
望
内
訳

は
、
果
物
類
89･

６
％
、

ジ
ュ
ー
ス
類
３･

２
％
、

加
工
品
３･

２
％
。

市
役
所
に
法
務
局
証
明
書
発
行
機
設
置
を

苦
情
も
な
い
の
で
不
要

荒井 敏 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



デッサンも知らぬ市長が６００万円の絵を買う？

一般質問

19 第 169 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

長期政権で権力者に何
も言えない・・・。
ロシアですか？
いえ、須坂です

市長はなぜ600万円の絵を購入するのか

クラシック美術館にふさわしいと判断
問
 
岡
氏
の
絵
を
前
回
３

０
０
万
円
、
前
々
回
５
０

０
万
円
、
今
回
買
手
の
つ

か
な
い
６
０
０
万
円
も
の

高
額
で
買
い
取
る
経
緯
は
。

市
長
 
岡
氏
か
ら
の
申
し

入
れ
を
１
度
は
断
っ
た
が
、

岡
氏
の
集
大
成
と
な
る
作

品
で
あ
り
、
ぜ
ひ
須
坂
市

で
買
っ
て
ほ
し
い
と
の
要

望
を
受
け
、
再
度
庁
内
で

検
討
し
購
入
を
決
め
た
。

問
 
ク
ラ
シ
ッ
ク
美
術
館

は
岡
氏
の
生
活
雑
器
の
展

示
の
は
ず
。
今
後
も
絵
を

買
い
続
け
る
の
か
。

市
長
 
購
入
予
定
は
な
い
。

問
 
レ
プ
リ
カ
の
相
田
み

つ
を
展
を
開
催
す
る
須
坂

市
な
ら
、
岡
氏
の
絵
も
肉

筆
で
な
く
リ
ト
グ
ラ
フ
で

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長
 
背
景
や
意
図
が
異

な
る
。

問
 
市
長
は
常
々
私
の
思

い
は
職
員
も
同
じ
と
言
う
。

今
回
の
６
０
０
万
円
の
絵

の
購
入
は
全
員
賛
成
か
。

市
長
 
全
員
の
話
を
聞
い

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

事
情
を
知
っ
て
い
る
精
通

し
て
い
る
職
員
が
話
し
合

っ
て
い
る
。
組
織
と
し
て

当
然
。

問
 
市
長
は
自
腹
で
美
術

品
を
購
入
し
た
こ
と
は
な

い
と
い
う
が
、
美
術
に
対

し
て
ど
れ
ほ
ど
造
詣
が
深

い
の
か
。

市
長
 
絵
心
は
自
分
で
は

わ
か
ら
な
い
が
、
職
員
は

実
際
に
見
て
購
入
に
値
す

る
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
に
ふ
さ

わ
し
い
等
判
断
し
、
最
終

的
に
私
が
決
定
し
た
。

問
 
私
は
過
去
専
門
分
野

で
学
び
デ
ッ
サ
ン
力
・
色

彩
力
・
造
形
力
が
少
し
は

身
に
つ
い
て
い
る
。
作
品

の
よ
し
あ
し
を
説
明
し
点

数
を
付
け
る
こ
と
も
で
き

る
。
岡
氏
の
絵
を
６
０
０

万
円
と
し
た
職
員
は
私
よ

り
美
術
能
力
は
上
な
の
か
。

市
長
 
知
識
も
大
切
だ
が

絵
を
見
て
何
を
感
じ
る
か

が
大
切
だ
と
思
う
。

問
 
私
が
聞
く
限
り
、
前

回
３
０
０
万
円
の
絵
に
対

し
市
民
は
須
坂
市
に
と
っ

て
全
く
必
要
な
い
も
の
と

の
意
見
だ
が
、
市
長
は
ど

の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
か
。

市
長
 
展
示
の
際
と
て
も

す
ば
ら
し
い
と
の
意
見
を

直
接
聞
い
て
い
る
。

問
 
岡
氏
の
絵
の
価
値
を

調
べ
る
と
高
い
も
の
で
も

10
号
６
万
５
千
円
。
ど
う

考
え
る
の
か
。

市
長
 
そ
う
い
う
こ
と
を

調
べ
る
必
要
は
な
い
。

問
 
岡
氏
の
師
で
あ
る
川

端
龍
子
で
も
１
５
０
万
円
、

富
岡
鉄
斎
１
３
０
万
円
、

平
山
郁
夫
の
小
さ
い
作
品

１
１
０
万
円
、
伊
藤
若
冲

で
さ
え
３
５
０
万
円
、
伊

東
深
水
２
５
０
万
円
、
上

村
松
園
２
０
０
万
円
、
横

山
大
観
も
富
士
山
な
ら
３

０
０
万
円
。
東
郷
青
児
２

６
４
万
円
、
中
川
一
政
４

５
６
万
円
、
棟
方
志
功
の

版
画
２
７
０
万
円
、
肉
筆

４
１
０
万
円
。
こ
れ
だ
け

の
巨
匠
の
作
品
が
こ
の
値

で
売
買
さ
れ
て
い
る
。
ず

っ
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

市
長
 
見
解
の
相
違
。

石合 敬 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



排雪作業の生々しい爪跡

一般質問

202022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日　第 169 号

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

補助金を当てにし過ぎ
ると意味不明な事業が
生まれ、やがては空虚
感だけが残る

問
 
コ
ロ
ナ
禍
で
除
雪
体

制
に
変
化
は
あ
る
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

以
前
と
変
わ
り
な
く
直
営

の
他
に
11
社
１
組
合
に

委
託
し
て
い
る
。
降
雪
量

が
10
㎝
を
越
え
る
と
速
や

か
に
出
動
し
て
除
雪
作
業

を
行
う
体
制
に
な
っ
て
い

る
。

問
 
ド
ー
ザ
ー
に
よ
る
除

雪
に
よ
り
、
沿
道
の
店
舗

や
住
宅
と
の
境
界
付
近
に

は
帯
状
の
雪
だ
ま
り
が
で

き
て
し
ま
う
。
同
様
に
除

雪
路
線
と
非
除
雪
路
線
と

の
交
差
部
も
雪
だ
ま
り
が

で
き
る
が
、
そ
こ
だ
け
で

も
雪
を
片
付
け
て
も
ら
い

た
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

車
両
の
通
行
に
支
障
が
な

い
よ
う
に
で
き
る
限
り
配

慮
し
て
い
る
が
、
降
雪
量

や
時
間
の
関
係
で
対
応
で

き
な
い
場
合
が
あ
る
。
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

問
 
圧
雪
し
た
非
除
雪
路

線
の
路
面
の
排
雪
作
業
を

バ
ッ
ク
ホ
ー
で
苦
労
し
な

が
ら
行
っ
て
い
る
場
面
に

遭
遇
し
た
。
な
ぜ
降
雪
し

て
間
も
な
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
除
雪
を
行
な
わ
な
い
の

か
疑
問
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

非
除
雪
路
線
は
区
長
か
ら

の
要
望
を
受
け
、
状
況
を

確
認
し
必
要
性
や
公
平
性

等
を
勘
案
し
て
実
施
す
る

の
で
、
早
期
の
除
雪
は
難

し
い
。

問
 
せ
っ
か
く
除
雪
し
た

雪
を
道
路
に
戻
す
人
を
見

か
け
る
が
、
い
か
が
な
も

の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

除
雪
し
た
雪
を
道
路
に
撒

き
散
ら
す
こ
と
や
、
水
路

等
に
入
れ
る
こ
と
は
近
隣

の
住
居
や
通
行
者
に
迷
惑

が
か
か
る
。
慎
ん
で
も
ら

い
た
い
。
な
お
、
広
報
を

通
じ
て
そ
の
旨
を
伝
え
て

い
る
。

問
 
高
齢
者
世
帯
の
私
有

地
に
お
け
る
除
雪
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

私
有
地
の
除
雪
は
市
で
対

応
し
て
い
な
い
。
ご
近
所

や
知
人
が
除
雪
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
市
へ
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合

は
有
料
で
除
雪
す
る
市
内

業
者
を
紹
介
す
る
。

問
 
路
肩
に
残
っ
た
雪
の

処
分
方
法
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

車
線
が
狭
く
な
り
通
行
に

支
障
が
生
じ
る
場
合
は
、

排
雪
作
業
を
実
施
す
る
。

問
 
自
助
、
共
助
、
公
助

の
精
神
で
除
雪
範
囲
の
明

文
化
を
し
て
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長

市
で
市
内
全
域
の
除
雪
は

物
理
的
に
無
理
だ
。
市

民
の
皆
さ
ん
に
身
近
な
生

活
道
路
の
除
雪
を
お
願
い

し
た
い
。
町
に
よ
っ
て
は

除
雪
隊
を
組
織
し
て
、
町

内
の
道
路
を
除
雪
し
て
い

る
。
ま
た
、
区
の
役
員
が

通
学
路
の
除
雪
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
区

長
会
を
通
じ
て
除
雪
体
制

の
未
整
備
の
町
に
対
し
て

整
備
を
お
願
い
し
て
い

る
。

除
雪
は
適
切
な
時
機
と
方
法
で

思
い
ど
お
り
に
い
か
な
い
こ
と
も

水越 正和 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



SDGs をさらに進める市政

一般質問

21 第 169 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

デジタル田園都市国家構想推進交付金とは

「デジタル実装タイプ」の事業を推進
問
 
交
付
対
象
事
業
に
つ

い
て
、
制
度
概
要
に
合
っ

た
企
画
案
な
の
か
。

総
務
部
長
 
当
市
で
検
討

し
て
い
る
事
業
は
「
デ
ジ

タ
ル
実
装
タ
イ
プ
」
で
あ

る
。
１
つ
目
は
各
種
証
明

書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、
２

つ
目
は
市
民
向
け
に
公
開

し
て
い
る
汎
用
性
の
高
い

観
光
マ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を

構
築
す
る
事
業
。
市
民
の

利
便
性
向
上
や
地
域
の
魅

力
向
上
を
「
デ
ジ
タ
ル
活

用
」
の
軸
と
し
て
目
指
す

も
の
。

オ
ミ
ク
ロ
ン
急
増

問
 
多
く
の
感
染
者
を
発

表
す
る
中
で
、
も
っ
と
詳

細
に
な
ら
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
県
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
者
情
報
の
公
表
に
つ
い

て
、
感
染
症
の
ま
ん
延
を

防
止
し
県
民
に
注
意
喚
起

を
促
す
た
め
、
感
染
さ
れ

た
方
の
個
人
情
報
に
つ
い

て
も
十
分
に
配
慮
し
た
上

で
必
要
な
情
報
を
公
表
し

て
い
る
。
陽
性
者
の
年
齢

に
つ
い
て
は
、
感
染
が
他

人
事
で
な
く
身
近
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
う

た
め
陽
性
者
の
年
代
と
人

数
を
公
表
し
て
い
る
。
市

で
は
県
が
発
表
す
る
以
上

の
情
報
は
把
握
し
て
い
な

い
。

問
 
感
染
症
待
機
解
除
後

の
情
報
は
な
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
 
療
養

先
等
の
情
報
は
公
表
さ
れ

て
お
ら
ず
感
染
症
待
機
解

除
後
の
情
報
は
分
か
ら
な

い
。感

染
症
に
か
か
っ
た
方

が
療
養
解
除
に
な
っ
た
か

ど
う
か
は
公
表
さ
れ
て
い

な
い
が
、
市
民
の
皆
様
が

引
き
続
き
基
本
的
な
感
染

対
策
を
行
う
こ
と
が
感
染

拡
大
防
止
に
繋
が
る
と
考

え
て
い
る
。

須
坂
み
ら
い
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
３
０

問
 
強
み
を
生
か

し
た
新
産
業
の
創
出

と
事
業
予
算
に
つ
い

て産
業
振
興
部
長

市
の
限
ら
れ
た
事
業

の
中
で
、
事
業
の
転

換
や
新
分
野
へ
の
挑

戦
を
行
う
事
業
者
を

支
援
す
る
た
め
に

は
、
国
や
県
な
ど
の

補
助
金
を
積
極
的
に

導
入
し
、
効
果
的
な

支
援
を
市
の
産
業
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
総
合
的

な
支
援
を
さ
ら
に
進

め
て
い
く
。
脱
炭
素

社
会
の
実
現
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に

繋
が
る
重
要
な
事
業

で
も
あ
る
。

意
見
 
過
去
に
例
の
な

い
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
対

応
は
、
国
の
方
針
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
、
県

は
市
へ
指
示
し
現
場
で

実
施
し
て
い
る
。
よ
っ

て
現
場
の
声
を
県
や
国

へ
届
け
る
ボ
ト
ム
ア
ッ

プ
が
必
要
。
２
カ
年
も

感
染
症
が
続
い
た
の
で

あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ

る
。
誹
謗
中
傷
や
差
別

的
言
動
は
許
さ
れ
な
い

が
、
社
会
の
機
能
を
考

え
れ
ば
情
報
が
足
り
な

い
の
で
は
と
思
う
。

チャレンジ２０３０の施
策の目指す姿は事業の
姿イコールですか？

牧 重信 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



自宅でのオンライン授業

一般質問

222022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日　第 169 号

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

18
歳
ま
で
医
療
費
窓
口
無
料
化
を

23
年
４
月
実
施
へ
準
備
を
進
め
る

問
 
県
の
施
策
拡
充
を
受

け
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
を
新
年
度
か
ら
。

健
康
福
祉
部
長
 
準
備

し
て
23
年
度
か
ら
実
施
へ
。

問
 
就
学
援
助
制
度
の
見

直
し
、
拡
充
を
。

教
育
次
長
 
市
の
認
定
率

は
県
内
上
位
で
、
今
年
度

「
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信

費
」
を
援
助
に
追
加
し
た
。

G 

I 

G 

A
（
ギ
ガ
）
ス
ク

ー
ル
構
想
と
、
教
職
員
の

異
常
な
長
時
間
労
働
の
是

正
を

問
 
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

も
と
で
学
校
現
場
で
は
。

教
育
長 

22
年
１
月
か

ら
、
臨
時
休
業
は
４
校
、

学
級
閉
鎖
は
８
校
。
感
染

拡
大
を
防
ぎ
、
学
校
給
食

提
供
、
保
護
者
負
担
の
軽

減
を
基
本
に
、分
散
登
校・

分
散
教
室
を
実
施
し
た
。

問
 
教
職
員
と
児
童
生
徒

全
員
に
検
査
キ
ッ
ト
の
配

布
は
有
効
で
は
。

教
育
長
 
学
校
で
必
要
に

応
じ
て
活
用
し
て
い
る
。

問
 
家
庭
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
は
学
校
間
で
違
い

が
あ
っ
た
の
で
は
。

教
育
長
 
小
学
低
学
年
は

学
校
の
判
断
を
尊
重
し
た
。

問
 
取
り
組
み
の
違
い
が

学
習
の
差
と
な
ら
な
い
か
。

教
育
長
 
成
果
と
課
題
を

調
べ
、
丁
寧
に
分
析
し
て

今
後
に
生
か
し
て
い
く
。

問
 
少
人
数
ク
ラ
ス
の
授

業
で
教
師
の
感
想
は
。

教
育
長
 
非
常
に
一
人
一

人
ち
ゃ
ん
と
み
れ
た
…
と

い
う
声
を
聞
い
て
い
る
。

問
 
デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど

で
の
視
力
低
下
の
対
策
は
。

教
育
長
 
視
力
異
常
は
、

中
３
で
65
％
余
り
。
健
康

面
を
含
め
、
正
し
い
利
用

を
呼
び
か
け
て
い
く
。

問
 
小
中
学
校
の
教
職
員

の
超
過
勤
務
の
実
態
は
。

教
育
長
 
出
退
勤
は
掌
握

し
て
お
り
、
21
年
４
月
か

ら
12
月
ま
で
月
平
均
80
時

間
（
過
労
死
ラ
イ
ン
）
を

超
え
た
教
職
員
は
16
名
。

コ
ロ
ナ
感
染
や
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
対
応
も
影
響
し

て
い
る
。

問
 
休
憩
時
間
が
ゼ
ロ
と

い
う
調
査
結
果
が
あ
る
。

教
育
長
 
宿
題
や
連
絡
帳

の
チ
ェ
ッ
ク
に
当
て
て
い

る
の
が
実
態
と
思
わ
れ
る
。

問
 
授
業
コ
マ
数
や
業
務

を
減
ら
す
こ
と
が
急
務
だ
。

教
育
長
 
校
務
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
や
部
活
指
導
員
、
ス
ク

ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

の
必
要
な
配
置
を
進
め
る
。

自
治
体
の
デ
ジ
タ
ル
化
で

住
民
サ
ー
ビ
ス
は

問
 
国
の
モ
デ
ル
事
業
に

市
民
デ
ー
タ
の
提
供
と
は
。

総
務
部
長
 
住
民
台
帳
、

税
や
社
会
保
障
等
の
17
業

務
を
国
の
シ
ス
テ
ム
に
移

行
す
る
に
あ
っ
て
の
課
題

を
検
証
す
る
先
行
事
業
。

問
 
個
人
情
報
の
保
護
は
。

総
務
部
長
 
安
全
性
を
確

認
す
る
ま
で
移
行
し
な
い
。

問
 
デ
ジ
タ
ル
弱
者
に
対

し
て
の
相
談
窓
口
は
。

総
務
部
長
 
対
面
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
。

学校適正規模審議会が
2 年かけて方針を出す。
市民の間で積極的な議
論と運動が求められる

久保田 克彦 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問

代
表
質
問
・
一
般
質
問



消防団員の報酬引上げと
直接個人へ支給を

公会堂のWi-Fi 化を！

一般質問

23 第 169 号　2022 年 ( 令和 4 年 ) 5 月 1 日

（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

公会堂の情報化整備を

各区の要望を聞き検討

毎年、提出していた当
初予算修正案が今回は
なし。今後も提案とチ
ェックに頑張るぞ！！

防
災
体
制
の
整
備

問
 
指
定
避
難
所
及
び
一

時
避
難
所
の
公
会
堂
の
情

報
化
整
備
を
。

消
防
長
 
小
中
学
校
体
育

館
15
カ
所
は
グ
ー
ラ
イ
ト

の
放
送
回
線
が
整
備
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
指

定
避
難
所
は
、
必
要
性
に

つ
い
て
研
究
す
る
。
公
会

堂
の
情
報
化
整
備
は
、
各

区
の
要
望
を
聞
き
検
討
す

る
。

問
 
問
題
は
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
だ
。
島
田
市
は
市

が
補
助
し
て
い
る
。
区
長

会
で
団
体
契
約
す
る
な
ど

市
に
お
い
て
事
業
者
と
交

渉
す
べ
き
だ
。

市
民
環
境
部
長
 
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
区
で
負

担
す
べ
き
も
の
。

問
 
消
防
団
員
の
確
保
の

た
め
、
国
の
通
知
の
と
お

り
年
３
万
６
５
０
０
円
に

報
酬
を
引
き
上
げ
、
団
員

個
人
に
直
接
支
給
を
。

消
防
長
 
報
酬
は
委
任
払

い
と
し
て
い
る
。
令
和
３

年
４
月
に
消
防
庁
長
官
か

ら
報
酬
等
の
処
遇
改
善
、

団
員
個
人
へ
直
接
払

い
す
る
よ
う
通
知
が

あ
っ
た
。
今
の
と
こ

ろ
委
任
払
い
を
継
続

す
る
が
、
今
後
研
究

す
る
。

問
 
男
性
の
家
事
参

画
な
ど
若
い
人
の
価

値
観
の
変
化
か
ら
20

代
の
入
団
が
激
減
し

て
い
る
。
機
能
別
団
員
は

訓
練
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、

報
酬
は
基
本
団
員
と
同
じ
。

基
本
団
員
の
待
遇
改
善
を

図
り
、
ラ
ッ
パ
・
操
法
大

会
も
見
直
し
て
災
害
対
応

に
即
し
た
訓
練
に
す
べ
き
。

消
防
長
 
団
幹
部
会
議
等

で
研
究
し
て
い
く
。

職
員
の
人
材
確
保
と
処
遇

改
善

問
 
動
物
園
の
獣
医
な
ど

必
要
な
職
員
は
正
規
化
す

べ
き
。

総
務
部
長
 
現
在
、
組
織

の
あ
り
方
、
職
員
体
制
等

多
角
的
・
総
合
的
に
検
討

し
て
い
る
。

問
 
非
正
規
職
員
が
い
な

け
れ
ば
行
政
が
進
ん
で
い

か
な
い
。
非
正
規
職
員
の

待
遇
改
善
を
。

総
務
部
長 

23
年
４
月

の
公
務
員
の
定
年
延
長
に

合
わ
せ
、
会
計
年
度
職
員

の
任
用
の
あ
り
方
等
を
国

や
県
、
他
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
引
き
続

き
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
。

問
 
正
規
職
員
の
昇
給
は

４
号
俸
に
対
し
、
パ
ー
ト

タ
イ
ム
職
員
は
１
号
俸
で
、

基
礎
額
が
15
万
８
１
０
０

円
。
８
年
で
上
限
額
。
わ

ず
か
１
万
円
だ
。
差
別
的

で
は
な
い
か
。

副
市
長
 
高
卒
正
規
職
員

の
初
任
給
を
超
え
な
い
よ

う
上
限
額
を
定
め
て
い
る
。

宮本 泰也 議員

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問
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こ
の
特
別
委
員
会
は
、

２
０
１
９
年
（
平
成
31

年
）
１
月
27
日
告
示
の

須
坂
市
議
会
議
員
選
挙

が
市
制
施
行
以
来
初
め

て
無
投
票
と
な
っ
た
こ

と
を
受
け
て
設
置
さ
れ
、

市
民
の
皆
様
の
御
協
力

に
よ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
ほ
か
、
区

長
会
役
員
の
皆
様
と
の

意
見
交
換
会
や
デ
ー
タ

の
検
証
な
ど
を
行
い
、

３
月
18
日
、
議
長
に
報

告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
の
で
概
要
を
紹
介
し

ま
す
。

市
議
会
議
員
に
立
候
補
し

や
す
い
環
境
づ
く
り

市
議
会
議
員
選
挙
の

投
票
率
は
、
こ
こ
30
年

間
で
ほ
ぼ
半
減
し
て
い

る
。
地
域
推
薦
が
少
な

く
な
り
、
身
近
に
議
員

が
い
な
い
と
い
う
地
区

も
増
え
、
核
家
族
化
や

地
域
社
会
の
つ
な
が
り

の
希
薄
化
が
進
む
中
、

推
薦
母
体
が
な
く
立
候

補
を
躊
躇
す
る
懸
念
が

指
摘
さ
れ
た
。

議
会
へ
の
請
願
、
陳

情
件
数
が
減
少
し
、
ほ

と
ん
ど
の
陳
情
は
区
長

や
団
体
等
を
通
じ
て
直

接
市
長
へ
出
さ
れ
て
い

る
状
況
。

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
に

つ
い
て
は
、
必
要
と
す

る
意
見
と
、
効
果
が
限

定
的
で
あ
り
自
ら
が
努

力
す
べ
き
と
の
意
見
に

分
か
れ
た
。

女
性
が
立
候
補
し
や
す

い
環
境
の
整
備

２
０
１
１
年
の
市
議

会
議
員
一
般
選
挙
で
女

性
５
人
が
立
候
補
し
３

人
が
当
選
し
た
が
、
男

性
に
比
べ
女
性
の
立
候

補
者
、
議
員
が
少
な
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。

家
庭
生
活
と
両
立
し

や
す
い
会
議
規
則
の
改

正
な
ど
、
制
度
面
で
の

環
境
整
備
は
更
に
進
め

る
必
要
が
あ
る
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
講
演

会
の
開
催
も
方
策
の
一

つ
。

議
員
の
社
会
保
険
・
厚
生

年
金
へ
の
加
入

平
成
23
年
に
地
方
議

会
議
員
年
金
制
度
が
廃

止
さ
れ
た
が
、
年
金
受

給
世
代
だ
け
で
な
く
、

若
い
世
代
や
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
層
か
ら
も
立
候
補

し
や
す
い
よ
う
に
す
る

環
境
整
備
の
一
つ
と
し

て
、
国
へ
の
意
見
書
提

出
を
検
討
さ
れ
た
い
。

会
社
員
と
の
兼
業
、夜
間
・

休
日
議
会
の
開
催

か
つ
て
立
候
補
者
の

半
数
以
上
を
占
め
て
い

た
農
業
者
の
候
補
者
が

減
少
し
た
こ
と
は
、
議

員
の
な
り
手
不
足
の
大

き
な
要
因
。

多
様
な
人
材
が
立
候

補
し
や
す
い
、
多
様
な

働
き
方
の
で
き
る
環
境

づ
く
り
を
国
に
求
め
る

こ
と
を
検
討
さ
れ
た
い
。

仕
事
と
議
員
活
動
の

両
立
を
図
る
た
め
、
災

害
時
や
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
会
議
の
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
な
ど
デ
ジ
タ
ル

化
の
更
な
る
推
進
が
期

待
さ
れ
る
が
、
夜
間
・

休
日
議
会
の
開
催
は
、

費
用
対
効
果
や
職
員
負

担
の
面
か
ら
も
現
実
的

で
は
な
い
と
の
意
見
が

多
く
出
さ
れ
た
。

市
議
会
に
対
す
る
市
民

の
関
心
を
高
め
る
方
策

―
広
報
の
充
実

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
公
式
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
）
を
活
用
し
た
情

報
発
信
で
は
、
定
例
会

会
期
、
一
般
質
問
通
告
、

審
議
結
果
な
ど
の
配
信

を
昨
年
６
月
か
ら
開
始

し
た
。
更
な
る
情
報
発

信
を
推
進
さ
れ
た
い
。

無
投
票
当
選
の
場
合
、

選
挙
公
報
の
発
行
が
中

止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

公
約
等
の
市
民
へ
の
周

知
を
検
討
さ
れ
た
い
。

市
議
会
報
へ
の
「
議

会
豆
知
識
」
の
掲
載
を

昨
年
８
月
か
ら
開
始
し

た
が
、
市
議
会
報
へ
の

感
想
、
意
見
を
伺
う
モ

ニ
タ
ー
制
度
の
導
入
を

検
討
さ
れ
た
い
。

研
修
会
、
講
演
会
の
充

実
及
び
公
開
実
施

議
員
の
資
質
向
上
を

図
る
た
め
、
研
修
会
、

講
演
会
の
更
な
る
充
実

と
、
市
民
と
の
問
題
意

識
の
共
有
を
図
り
、
議

会
へ
の
関
心
を
高
め
る

た
め
、
公
開
実
施
を
検

討
さ
れ
た
い
。

市
民
と
の
意
見
交
換
会

の
実
施

市
民
と
問
題
意
識
を

共
有
し
、
要
望
を
的
確

に
政
策
に
反
映
す
る
た

め
に
、
市
民
団
体
や
地

区
ご
と
に
議
題
や
テ
ー

マ
を
決
め
て
、
意
見
交

換
を
積
極
的
に
実
施
す

る
こ
と
を
検
討
さ
れ
た

い
。

議
員
報
酬
、
定
数

若
い
人
の
生
活
が
保

障
で
き
る
報
酬
に
増
額

す
べ
き
と
い
う
意
見
が

多
く
出
さ
れ
た
が
、
全

国
類
似
人
口
都
市
と
の

比
較
で
ほ
ぼ
平
均
的
な

報
酬
額
で
あ
る
こ
と
や
、

引
き
上
げ
に
市
民
理
解

を
得
ら
れ
る
の
か
と
い

っ
た
意
見
も
あ
り
、
そ

れ
以
上
の
検
討
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。

議
員
定
数
に
つ
い
て

は
現
行
の
ま
ま
と
す
る

意
見
が
多
数
。
無
投
票

を
防
ぐ
た
め
だ
け
の
定

数
削
減
で
は
、
な
り
手

不
足
解
消
に
つ
な
が
ら

な
い
こ
と
か
ら
、
結
論

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

選
挙
に
か
か
る
経
費
の
低

減
策選

挙
運
動
用
自
動
車

（
選
挙
カ
ー
）
使
用
料
、

ポ
ス
タ
ー
・
ビ
ラ
作
成

費
な
ど
が
公
費
負
担
と

さ
れ
て
お
り
、
増
額
を

求
め
る
意
見
が
あ
る
一

方
で
、
お
金
を
か
け
ず

に
選
挙
は
で
き
る
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
す
な

ど
の
意
見
も
あ
っ
た
。

選
挙
カ
ー
の
時
間
短

縮
な
ど
は
、
候
補
者
が

法
律
の
範
囲
内
で
工
夫

し
自
主
的
に
対
応
す
べ

き
課
題
と
考
え
る
。

公
職
選
挙
法
上
の
課
題

改
選
時
期
の
２
月
は

寒
中
で
あ
り
選
挙
運
動

に
支
障
が
多
い
と
の
課

題
の
ほ
か
、
選
挙
費
用

は
い
く
ら
か
か
る
の
か
、

ど
う
や
っ
た
ら
選
挙
に

出
ら
れ
る
の
か
と
い
っ

た
疑
問
や
不
安
が
立
候

補
を
た
め
ら
わ
せ
る
一

因
で
あ
り
制
度
改
善
を

求
め
ら
れ
た
い
。

市
議
会
議
員
選
挙
の
課
題
等
検
討
特
別
委
員
会

３
月
18
日
議
長
へ
報
告
書
提
出

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

審
査
結
果

代
表
質
問
・
一
般
質
問



３ものづくり２次用地

（株）内田鐵工所
　開発予定地）
約2.０ha

調整池-6

調整池-4

調整池-3

市道幸高福島線

市道
福島
東畑
線

市道井上小学校福島線

市道
福島
東畑
線（
新設
アク
セス
道）

市道井上小学校福島線

市
道
井
上
松
宮
中
島
線

市道
井上
九反
田電
鉄沿
線

市道
井上
駅跨
線橋
線

調整池-2

調整池-1

調整池-5

約6.０ha

約5.58ha

約2.98ha

約10.44ha

約5.6ha

約22.47ha

約15.8ha

約0.66ha

（工場建設予定地）

⑴-②ものづくり産業用地
（オリオン機械株式会社）

物流関連産業用地
施設用地 面積(ha)

10.44
22.47
8.56
41.47

ものづくり産業用地
合計

観光集客施設用地

⑴-①ものづくり産業用地
（株式会社鈴木）

⑶物流関連産業用地

⑶物流関連産業用地

⑵観光集客施設用地

（ルートインジャパン株式会社）
（アークランドサカモト株式会社）

（イオンモール株式会社）

2024年（令和6）春　開業予定

W=17.25ｍ

W=
21
.50
ｍ

W=13.50ｍ

W
=1
3.2
5ｍ

至長野市

W=13.50ｍ

W
=1
2.5
0ｍ

W=
14
.50
ｍ

W=
18
.00
ｍ

W
=1
3.2
5ｍ

W=
13
.50
ｍ
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事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
副
市
長
か
ら
報

告
を
受
け
た
。

１
．造
成
工
事
の
状
況

（1）� 

も
の
づ
く
り
産
業
用
地

① 

㈱
鈴
木

●�

2
0
2
1
年
12
月 

造
成
完
了
・
建
築

工
事
着
工
中

●�

操
業
開
始
は
2
0
2
2
年
12
月
の
予
定

② 

オ
リ
オ
ン
機
械
㈱

●�

2
0
2
2
年
８
月
末
造
成
完
了
・
９

月
建
築
着
工
予
定

（2）� 

観
光
集
客
施
設
用
地 

進
捗
率
約
50
％

●�

2
0
2
2
年
９
月
末 

造
成
完
了
予
定

●�

立
地
企
業  

イ
オ
ン
モ
ー
ル
㈱

ア
ー
ク
ラ
ン
ド
サ
カ
モ
ト
㈱

ル
ー
ト
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
㈱

（3）� 

物
流
関
連
産
業
用
地 

進
捗
率
約
12
％

●�

2
0
2
2
年
９
月
末
に
造
成
完
了
予
定

（
延
長
を
検
討
中
）

●
建
築
・
操
業
開
始
は
未
定

２
．�道
路
整
備
の
状
況 

整
備
延
長
は
約
5
4
0
0
ｍ

●�

現
在
、
約
50
％
発
注
済
み
（
事
業
費
ベ

ー
ス
）

●�

工
事
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
順

次
掲
載

●�

周
辺
道
路
整
備
は
２
０
２
３
年
12
月
ま

で
に
完
了
予
定

３
．�も
の
づ
く
り
２
次
用
地
に
つ
い
て

●�

2
0
2
2
年
度
の
事
業
着
手
に
向
け
て

用
地
交
渉
中

広域連合議会等報告

長
野
広
域
連
合
議
会 

定
例
会

２
月
10
日

令
和
４
年
度
一
般
会
計
、
３
特

別
会
計
、
総
額
69
億
９
９
５
７
万

７
千
円
を
議
決
し
、
次
の
報
告
が

あ
っ
た
。

・�

ち
く
ま
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
千
曲
市
、

坂
城
町
及
び
長
野
市
南
部
の

可
燃
ご
み
を
受
け
入
れ
試
運

転
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
４

年
５
月
末
竣
工
予
定
。

・�

次
期
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分

場
建
設
候
補
地
に
つ
い
て
、

長
野
市
中
条
地
区
、
信
濃
町

高
沢
地
区
、
小
川
村
梶
尾
地

区
、
飯
綱
町
地
蔵
久
保
地
区

に
つ
い
て
、
今
後
現
況
調
査

を
行
い
、
学
識
経
験
者
で
構

成
す
る
専
門
委
員
会
に
お
い

て
適
地
を
選
定
し
て
い
く
。

ま
た
、
次
の
事
項
等
の
一
般
質

問
が
行
わ
れ
た
。

・�

令
和
４
年
度
広
域
連
合
予
算

の
施
政
方
針

・�

職
員
の
人
材
確
保
と
待
遇
改
善

須
高
行
政
事
務
組
合
　
定
例
会

２
月
17
日

提
出
議
案
は
、
補
正
予
算
案
・

当
初
予
算
案
の
２
件
で
そ
れ
ぞ
れ

原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

２
０
２
２
年
度
予
算
の
総
額
は

２
億
２
１
７
１
万
７
千
円
。

歳
入
で
は
、
組
織
市
町
村
負
担

金
１
億
９
１
３
５
万
５
千
円
の
ほ

か
、
松
川
苑
及
び
サ
マ
ー
ラ
ン
ド

使
用
料
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
し
尿

投
入
手
数
料
等
を
計
上
し
た
。

歳
出
で
は
、
し
尿
処
理
事
業
費

１
億
１
１
４
５
万
１
千
年
の
ほ
か
、

松
川
苑
及
び
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
管
理

運
営
費
、
休
日
緊
急
診
療
事
業
費

等
を
計
上
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
１
年
度
補
正
総

額
は
１
２
６
７
万
８
千
円
の
減
額

で
、
主
な
理
由
は
人
件
費
・
需
用

費
等
の
精
査
に
よ
る
も
の
。

高
山
村
外
一
市
一
町
財
産
組
合
　
定
例
会

２
月
16
日

提
出
議
案
は
、
令
和
２
年
度
財

産
組
合
決
算
認
定
ほ
か
３
件
。
す

べ
て
原
案
の
と
お
り
議
決
し
た
。

令
和
２
年
度
決
算
認
定
で
は
、

令
和
元
年
度
と
比
較
し
て
歳
入

20
・
１
％
、
歳
出
７
・
４
％
で
、

前
年
度
を
大
幅
に
下
回
っ
た
。

令
和
４
年
度
予
算
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
０
万
円
が
計
上

さ
れ
た
。
歳
出
の
主
な
も
の
は
、

組
合
議
会
開
催
費
・
協
議
会
負
担

金
・
現
地
視
察
費
用
弁
償
等
１
１

９
万
８
千
円
。
令
和
３
年
度
補
正

予
算
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

０
９
万
９
千
円
を
追
加
。

ま
た
議
会
選
出
監
査
委
員
に
小

布
施
町
議
会
議
員
の
小
西
和
実
氏

が
選
出
さ
れ
た
。

イ
ン
タ
ー
周
辺
等
開
発
特
別

委
員
会

3
月
16
日

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果



■■■■■■ ３月定例会の議決結果 ■■■■■■

全会一致による可決案件

番  号 件        名

議案第２号
賑わい創出拠点やまじゅう条例の制定
須坂市賑わい創出拠点やまじゅうの設置及び管理に関し必要
な事項を定める

議案第３号
屋外広告物条例の制定
屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置並び
にこれらの維持に関し、必要な事項を定める

議案第４号 水資源保全条例の全部改正
持続可能な地下水の保全と活用に関し必要な事項を定める

議案第５号
市職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一
部改正
小学校就学後も勤務時間の始めと終わりに休暇を取得できる
ように、子育て部分休暇を新設する

議案第６号 市職員の育児休業等に関する条例の一部改正
会計年度任用職員の育児休業及び部分休業の要件を緩和等

議案第７号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
給与の減額に係る規定に、子育て部分休暇を加える

議案第８号
長野県収入証紙及び郵便切手類等購買基金条例
の一部改正
運用する基金の額を増額するため

議案第９号
手数料徴収条例の一部改正
マイクロチップ装着により犬の登録に係る手数料を不要とす
る・屋外広告物条例の制定に伴い、引用する条例名を改める

議案第１０号
峰の原高原飲料水供給施設給水条例の一部改正
峰の原高原飲料水供給施設の料金を、峰の原水道の料金と合
わせる

議案第１１号 国民健康保険税条例の一部改正
国民健康保険税に係る賦課限度額を引き上げるため改正

議案第１２号
地区計画の区域内における建築物の制限に関す
る条例の一部改正
地区整備計画区域の適用区域に井上・九反田地区整備計画区域
を加え、建築物の用途の制限、建蔽率の最高限度等を定める

議案第１３号 景観をいかしたまちづくり条例の一部改正
大規模特定行為を行う者に対し、事前協議を行う義務を加える

議案第１４号 水道事業給水条例の一部改正
峰の原水道の料金を須坂市水道の料金と合わせる

議案第１５号
用品調達基金の設置、管理及び処分に関する条
例を廃止
用品調達基金の廃止に伴うもの

議案第１６号
2021年度一般会計補正予算第 11号
19億 2,007 万 6千円
( 信州須坂ふるさと応援寄附金返礼品等、認定農業者のハウ
ス整備等に対する補助金、各学校の感染対策支援等 )

議案第１７号
2021年度国民健康保険特別会計補正予算第４
号
△1億 6,749 万 3千円
( 保険給付費 ･保健事業費等精査 )

議案第１８号
2021年度井上、幸高、九反田、中島財産区特
別会計補正予算第２号
135万 5千円
( 事業精査による基金積立金 )

議案第１９号
2021年度介護保険特別会計補正予算第３号
△7,594 万 2千円
( 保険給付費 ･地域支援事業費精査 )

議案第２０号
2021年度後期高齢者医療特別会計補正予算第
２号
862万 5千円
( 後期高齢者医療広域連合納付金 )

番  号 件        名

議案第２１号

2021年度水道事業会計補正予算第２号
収益的収支　歳入 : △ 210万 5千円
　　　　　　歳出 : △ 4,257 万 9千円
資本的支出　歳入 :　583万 6千円 歳出 : △ 3千万円
( 人件費 ･企業債利息等の精査）

議案第２２号

2021年度下水道事業会計補正予算第２号
収益的収支　歳入 :5,895 万 5千円
　　　　　　歳出 : △ 221万 4千円
資本的支出　歳入 : △ 1億 3,022 万 2千円
　　　　　　歳出 :201 万円 
( 企業債利息 ･償還金等の精査）

議案第２３号
2021年度宅地造成事業会計補正予算第１号
収益的収支　歳入 : △ 548万 7千円 歳出 : △ 67万 2千円
( 宅地売却が次年度となったことによる )

議案第２５号 2022年度国民健康保険特別会計予算
49億 9,199 万 8千円

議案第２６号 2022年度井上、幸高、九反田、中島財産区特
別会計予算　810万 6千円

議案第２７号 2022年度介護保険特別会計予算
46億 6,771 万 2千円

議案第２８号 2022年度後期高齢者医療特別会計予算
7億 4,050 万 3千円

議案第２９号

2022年度水道事業会計予算
収益的収支　歳入 :12 億 5,653 万円
　　　　　　歳出 :11 億 9,048 万円
資本的支出　歳入 :1 億 1,747 万 1千円
　　　　　　歳出 :12 億 580万円

議案第３０号

2022年度下水道事業会計予算
収益的収支　歳入 :19 億 4,012 万円
　　　　　　歳出 :18 億 5,322 万 4千円
資本的支出　歳入 :11 億 4,108 万 6千円
　　　　　　歳出 :19 億 8,002 万円

議案第３１号 2022年度宅地造成事業会計予算
収益的収支　歳入 :816 万 2千円  歳出 :998 万 4千円

議案第３２号
消防団員等公務災害補償条例の一部改正
消防団員等公務災害補償を受ける権利を担保とする特例の規
定を削る

議案第３３号

子育て就労総合支援センターの指定管理者の指
定に係る変更
指定の期間
変更前　令和４年４月１日から令和９年３月 31日まで
変更後　令和４年６月１日から令和９年３月 31日まで

議案第３４号 子育て就労総合支援センター条例の一部改正
条例の施行日を令和４年６月１日に改める

議会第１号 須坂市議会会議規則の一部改正
情報通信機器の使用、議案等の電子化に伴う措置の改正

決議第１号 ロシアによるウクライナへの侵略に断固抗議す
る決議

同意第１号 固定資産評価審査委員会委員の選任（同意）
田子　淳一氏（新任）

閉会中の継続
審査申出
(請願第１号 )

再審法（刑事訴訟法の再審規定）の改正を求め
る意見書提出についての請願書
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「請願」と「陳情」の違いは？

「請願」と「陳情」はどのように扱われるの？

 紹介する議員がいるかどうかです。市議会議
員１人以上の紹介があれば「請願」で、なければ「陳
情」です。

A.

「請願」は所管の委員会に付託して審査され、
最終的に本会議で採択・不採択が決まります。採択
された請願は市長等に送付します。市長等はその願
いを尊重し、誠実に処理することになっています。
「陳情」も請願同様に委員会審査されますが、趣
旨了承または聞置程度にとどめます。

A.

提出はいつでもできるの？

できます。ただし、直近の定例会に
審査を求めるためには、招集日の前 日々
までに提出ください。なお、土･日･祝日の
関係で締切日が変わる場合もありますの
で、議会事務局に確認ください。

A.

請願者や陳情者が議会で
直接説明することはできるの？

 希望があれば委員会で趣旨説明が
できます。
A.

請願・陳情の様式

須坂市議会会議規則 須坂市議会先例集 

22 

須坂市議会 
別添 ３ 

第第３３章章 請 願

（請願書の記載事項等）

第第 条条 請願書には、邦文を用いて、請願

の趣旨、提出年月日、請願者の住所及び氏

名（法人の場合にはその名称及び代表者の

氏名）を記載し、請願者が押印をしなけれ

ばならない。

２ 請願を紹介する議員は、請願書の表紙に

署名又は記名押印をしなければならない。

３ 請願書の提出は、平穏になされなければ

ならない。

４ 請願者が請願書（会議の議題となったも

のを除く。）を取り下げようとするときは、

議長の承認を得なければならない。

（請願文書表の作成及び配布）

第第 条条 議長は、請願文書表を作成し、議

員に配布する。

２ 請願文書表には、請願書の受理番号、請

願者の住所及び氏名、請願の要旨、紹介議

員の氏名並びに受理年月日を記載する。

３ 請願者数人連署のものは請願者某外何

人と記載し、同一議員の紹介による数件の

内容同一のものは請願者某外何人と記載

するほかその件数を記載する。

（請願の委員会付託）

第第 条条 議長は、請願文書表の配布ととも

に、請願を、所管の常任委員会又は議会運

営委員会に付託する。ただし、議長におい

て常任委員会又は議会運営委員会に付託

する必要がないと認めるときは、この限り

でない。

２ 前項の規定にかかわらず、議長が特に必

要があると認めるときは、常任委員会に係

る請願は、議会の議決で特別委員会に付託

することができる。

３ 請願の内容が２以上の委員会の所管に

属する場合は、２以上の請願が提出された

ものとみなす。

（紹介議員の委員会出席）

第第 条条 委員会は、審査のため必要がある

と認めるときは、紹介議員の説明を求める

ことができる。

２ 紹介議員は、前項の要求があったとき

は、これに応じなければならない。

（請願の審査報告）

第第 章章 請願・意見書・決議等

（請願、陳情）

請願に対する紹介議員は４人以内とす

る。また、議長、副議長及び所管正副委員

長は紹介議員にならないのが例である。

請願、陳情は、招集日の前々日までに提

出されたものはその議会で審査する。その

後提出された請願、陳情については、議会

事務局で保管し、次回の定例会で審査す

る。

陳情については、陳情文書表を全議

員に配付し、委員会審査において趣旨

了承または聞置程度の対応にとどめ、

継続審査としないのが例である。

郵送による陳情については、議長が

目を通す程度にとどめる。

請願、陳情については、臨時会において

は審査しないのが例である。

付議した請願の取り下げは、議長が会議

にはかって許可する。（事例参照）

請願の審査において紹介議員の説明を

必要とするときは、委員長が求めるのが例

である。

須坂市議会請願等趣旨説明実施要綱

を作成し、請願（陳情）者の希望があった

場合は、委員会に出席し、趣旨説明を行う

ことができることとした。

請願・陳情の審査結果については、議長

から請願人・陳情人あて通知する。

請願、陳情の様式は次のとおりとする。
年 月 日

須坂市議会議長○○ ○○様

請願者 住所

（陳情） 氏名 印

紹介議員 署名又は記名押印

（陳情の場合はいりません）

○○○○に関する請願（陳情）

請願（陳情）の趣旨

（意見書、決議）

賛否が分かれた案件

会 派
議 員 名

件名と主な内容

議決
結果

新風共創会 輝奏会 共産 無所
属ク 自民・公明クラブ 貴和会 志

政
市民
ク

宮
本
泰
也

荒
井 

敏

西
澤
え
み
子

石
合 

敬

中
島
義
浩

浅
井
洋
子

岡
田
宗
之

竹
内 

勉

久
保
田
克
彦

佐
藤
壽
三
郎

堀
内
章
一

牧 

重
信

荒
井
一
彦

古
家
敏
男

霜
田 
剛

水
越
正
和

酒
井
和
裕

塩
﨑
貞
夫

宮
坂
成
一

議案
第２４号

2022 年度須坂市一般会計予算
249 億 3千万円
（賛成 16：反対 2）

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○－ ○

	☆ ○は賛成 ●は反対
	☆ 議長 塩﨑貞夫 は可否同数以外は採決に加わらない
	☆ 会派名の略称：無所属ク→無所属クラブ 共産→日本共産党 志政→志政会 市民ク→須坂市民クラブ
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教えて ! 議会のこと教えて ! 議会のこと Vol.4

須坂市花と緑のまちづくり事業
マスコットキャラクター
「かんなちゃん」

〜請願・陳情について〜

議
案
審
議

分
科
会

委
員
会

代
表
質
問
・
一
般
質
問

審
査
結
果



文芸協のご協力により議場が華やかに

編

集

後

記

編

集

後

記
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終
わ
り
の
見
え
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
で

す
が
、
徐
々
に
経
済
活

動
に
シ
フ
ト
さ
れ
て
い

ま
す
。

３
月
臨
時
議
会
で
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し

た
店
限
定
商
品
券
事
業

を
７
月
再
び
実
施
す
る

補
正
予
算
を
議
決
し
ま

し
た
。
前
回
の
よ
う
な

混
乱
の
な
い
よ
う
、
公

平
性
を
重
点
に
事
業
実

施
す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
市
民
の
声
を

聴
き
わ
か
り
や
す
い
市

議
会
報
に
し
よ
う
と
努

め
て
き
ま
し
た
が
、
議

員
の
任
期
も
１
年
を
切

り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

市
議
会
報
の
充
実
と
と

も
に
昨
年
か
ら
行
っ
て

い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し

た
情
報
発
信
に
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

 

（
宮
本
）

市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

竹
内 

勉

副
委
員
長 

岡
田
宗
之

委

員 

牧 

重
信

 

荒
井
一
彦

 

宮
本
泰
也

 

酒
井
和
裕

 

宮
坂
成
一

須
坂

市
議

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 

http://w
w

w
.city.suzaka.nagano.jp/

こ
の

印
刷

物
は

環
境

に
配

慮
し

て
、

再
生

紙
、

大
豆

油
イ

ン
ク

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
無

断
転

用
禁

止

議
会

E-m
ail 

s-gikaijim
ukyoku@

city.suzaka.nagano.jp
印

刷
 

共
和

紙
器

印
刷

株
式

会
社

印
刷

部
数

 
19800

部
（

印
刷

経
費

１
部

あ
た

り
約

46
円

）

電
話

 026-245-1400
〒

382-8511
長

野
県

須
坂

市
大

字
須

坂
1528

－
1

（
議

会
事

務
局

専
用

 026-248-9014）

須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」への

ご意見・ご感想は下記へ

E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp

須
坂
市
議
会
Ｈ
Ｐ

電話：026-248-9014
FAX：026-248-3365

■■■ 令和 4 年 3 月定例会本会議をインターネットで録画配信中  ご覧ください ▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎▶︎
録
画
中
継

金箱貞夫さん（小山町）
  コロナの影響で客足は減っているが、密にならないので
ご家族でいらっしゃっている。散歩や休憩、動物園に行
く際に寄っていただいており、そういう意味ではコロナ禍
でも恵まれている。公園内はこのまま自然を残していただ
きたい。今後は１日１万歩のウォーキングを復活したい。

志田原昭子さん（小山町）
  創業90年が過ぎ三代目である。皆さんのおかげで多くの
ことを乗り越えた。昨年より人手(家族連れ)が増えた。須
坂市は臥竜公園が憩いの場であると思うので、インター周
辺がにぎわうようになれば、こちらにも多くの方に足を運ん
でいただきたい。コロナが落ち着けば、家族やお友達と温
泉旅行に行きたい。

市民の声市民の声 臥竜公園内で商店を営んでいる方にお話を伺いました

「コロナ禍の今と終息後のこと」

・
始めました

議会の予定や結果などを
お知らせしています。

月 日 曜 種 別 開議時刻 摘 要

6 月 7 日 火 本会議 10:00 開会 
議案上程・提案説明・議案質疑 等

14 日 火

本会議 9:30 一般質問
15 日 水

16 日 木

17 日 金

20 日 月

委員会 9:00

福祉環境分科会・委員会

21 日 火 経済建設分科会・委員会

22 日 水 総務文教分科会・委員会

27 日 月 委員会 9:00 予算決算特別委員会

29 日 水 本会議 10:30 委員長報告・質疑・討論・採決 
閉会

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴される方は備え付けのアル
コール消毒液での手指の消毒・マスクの着用にご協力をお願いいたします。

令和４年 会期日程（予定）6月定例会

一般質問通告要旨は６月１０日以降、地域公民館等に配置します。
なお、上記日程は都合により変更する場合があります。
※託児・手話サービスがあります。（事前に議会事務局まで連絡願います）
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